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旧楠本正隆邸でお世話していただいた方との記念スナ ップ

昨年 8月に姉妹都市提携を結んだポルトガルのシント

ラ市から、シントラ市長ら 26人が大村市を訪問しま

した。

一行は 、市内の視察や支流会を通じて、大村市との姉

妹都市のきずなをさらに深めました。

今回は、使節団の訪問を契機に国際支流について考え

てみたいと思います。

む
か
し
、
む
か
し
、
そ
う
、
あ
れ
は

天
正
問
年
(
一
五
八
二
)
の
こ
と
。

第
時
代
領
主
大
村
純
忠
公
は
、
大
友

宗
麟
、
有
馬
晴
信
と
と
も
に
ロ

l
マ
に

少
年
使
節
団
を
派
遣
し
ま
し
た
。

日
本
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
問
で
は
、

人
・
物
・
情
報
な
ど
が
海
を
渡
っ
て
い

き
き
し
、
キ
リ
ス
ト
教
が
禁
止
さ
れ
る

ま
で
交
易
は
続
き
ま
し
た
。

大
村
の
歴
史
は
、
日
本
と
外
国
の
文

化
が
互
い
に
混
じ
り
合
い
影
響
し
あ
っ

て
、
つ
く
ら
れ
て
来
た
の
で
す
。

実
に
、

4
1
6年
も
前
か
ら
国
際
交

流
は
な
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

現
在
大
村
市
に
は
、
海
外
の
姉
妹
都

市
と
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
シ
ン

ト
ラ
市
、
友
好
都
市
と
し
て
中
華
人
民

共
和
国
上
海
市
関
行
区
が
あ
り
ま
す
。

国
際
交
流
に
は
、
外
国
・
異
文
化
を

理
解
す
る
こ
と
、

「少
数
派
」
と
い
う

立
場
を
理
解
す
る
こ
と
、
交
流
を
通
じ

て
外
国
・
異
文
化
を
学
ぶ
こ
と
、
郷
土

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
、
国
際
交
流

を
生
か
し
た
ま
ち

n

つ
く
り
を
行
う
こ

と
、
国
際
協
力
へ
踏
み
出
す
こ
と
な
ど

の
幾
つ
か
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。

く
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空港ロビーにて熱烈歓迎に喜ぶ
シントラ市長
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市役所玄関にて熱烈歓迎を受け
る使節団の皆さん

ロザ・モタ広場の記念碑前にて
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大
村
市
で
の
交
流
と
い
う
と
、
関
行

区
の
場
合
は
、
歴
史
も
古
く
、
市
内
民

間
団
体
に
よ
る
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
お
り
、
国
際
協
力
を
実
践
し
て
い
る

方
々
も
お
ら
れ
ま
す
。

シ
ン
ト
ラ
市
と
の
交
流
は
、
昨
年
姉

妹
都
市
提
携
を
じ
た
ば
か
り
で
あ
り
、

最
初
の
段
階
に
あ
り
ま
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
赴
任
し
て
い
る
大

村
市
国
際
交
流
員
ミ
ゲ
ル
・
オ
リ
ベ
イ

ラ
さ
ん
を
講
師
と
し
て
、
昨
年
ロ
月
か

ら
始
め
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
講
座
に
は
、

当
初
初
人
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

ω人

近
く
の
応
募
が
あ
り
、
市
民
の
皆
様
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
感

じ
ま
し
た
。

今
後
は
、
幻
世
紀
を
担
う
若
者
た
ち
、

そ
し
て
次
の
世
代
に
、
姉
妹
都
市
関
係

や
平
和
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
意
味
で
青

少
年
の
交
流
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
民
間
の
方
々
に
よ
る

草
の
根
交
流
、
文
化
交
流
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
に
姉
妹
都
市
を
持
つ
日
本
の
自
治
体

(
長
崎
市
、
鹿
児
島
県
西
之
表
市
、
大

分
市
、
徳
島
市
、
静
岡
県
熱
海
市
、
滋

賀
県
信
楽
町
、
大
村
市
)
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
築
き
、
連
携
を
し
な
が
ら
ポ
ル

ト
ガ
ル
と
の
交
流
を
深
め
て
い
く
構
想

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
天
正
遣
欧
少
年
使
節
団
の
功

績
を
生
か
し
た
ま
ち

w

つ
く
り
と
し
て
、

大
村
の
歴
史

・
文
化
を
学
習
す
る
た
め

の
拠
点
作
り
や
社
会
人
講
座
・
副
読
本

の
作
成
、

学
校
教
育
に
お
け
る
郷
土
史

学
習
の
充
実
、
外
国
人
向
け
の
大
村
の

歴
史
に
つ
い
て
冊
子
を
作
成
、
さ
ら
に

は
、
天
正
遣
欧
少
年
使
節
に
関
連
し
た

市
町
村
(
西
海
町
、
千
々
石
町
、
波
佐

見
町
、
大
分
市
、
大
村
市
)
問
で
、
ま

ち
日
つ
く
り
に
つ
い
て
の
協
議
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
共
同
開
催
を
行
う
こ
と
な
ど

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
、

4
月
3
日
か
ら
7
日
ま
で
、

遥
か
遠
く
の
シ
ン
ト
ラ
市
か
ら
代
表
団

が
来
ら
れ
、
交
流
会
や
視
察
を
通
し
て
、

日
本
の
文
化
や
歴
史
的
な
つ
な
が
り
を

学
び
両
市
の
友
好
が
深
め
ら
れ
ま
し

た
。ま

た
、
今
年
の
秋
に
は
、
上
海
市
関

行
区
か
ら
区
長
を
は
じ
め
と
す
る
公
式

訪
問
団
の
来
訪
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
友
好
都
市
・
姉
妹
都
市
と
の

縁
を
大
切
に
し
、
国
際
交
流

・
協
力
を
続

け
て
行
く
こ
と
が
、
地
域
活
性
化
や
魅
力

あ
る
ま
ち
帆
つ
く
り
な
ど
、
大
村
市
の
国
際

交
流
物
語
の
次
の
ぺ

l
ジ
を
記
し
て
い
く

事
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
村
市
を
訪
れ
て

一・

使
節
団
か
ら
の
感
想

(抜
粋

一言
し
れ
ま
ち

5
)

大
村
市
は
、
大
変
素
晴
し
か

っ
た
で

す
。
そ
し
て
、
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

大
村
市
は
、
都
市
を
形
成
す
る
施
設
な

ど
に
よ
っ
て
全
体
の
調
和
が
と
れ
た
都

市
だ
と
思
い
ま
し
た
。

桜
の
花
の

「白
い
じ
ゅ
う
た
ん
」
は
、

並
外
れ
た
美
し
さ
と
言
え
る
で
し
ょ

旧楠本正隆邸でお茶会を楽しむシントラ市の皆さん

事
つ
!私

は
、
大
村
市
民
の
皆
様
と
ぺ
桜
祭

り
」
で
ヂ
ニ
緒
し
、
共
に
桜
の
美
し
さ

を
昧
わ
い
た
い
と
常
々
思
っ
て
い
ま
し

た
。
私
た
ち
が
受
け
た
熱
烈
で
友
好
的

な
も
て
な
し
は
、
い
つ
ま
で
も
私
の
心

の
中
に
あ
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

シ
ン
ト
ラ
市
の
学
生
を
快
く
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
ご
家
族
の
皆
様

方
を
含
む
大
村
市
民
の
皆
様
に
対
し
、

私
た
ち
へ
の
暖
か
い
も
て
な
し
に
つ
い

て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
村
市
と
シ
ン
ト
ラ
市
の
関
係
は
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
親
密
に
な
っ
て
い

き
、
両
市
の
未
来
は
、
確
約
さ
れ
た
も

の
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

日
世
紀
の
天
正
少
年
使
節
団
の
シ
ン

ト
ラ
市
訪
問
に
始
ま
っ
た
大
村
市
と
シ

ン
ト
ラ
市
の
関
係
は
、
姉
妹
都
市
提
携

が
締
結
さ
れ
た

1
9
9
7年
8
月
の
大

村
市
訪
問
団
に
よ
り
引
き
継
が
れ
、
今

回
2
名
の
青
年
が
大
村
市
を
訪
問
し
た

こ
と
で
、
歴
史
的
な
紳
が
固
く
結
ば
れ

て
い
る
こ
と
が
明
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
固
い
紳
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
願

い
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

若
い
世
代
の
交
流
の
展
開
が
、
こ
れ
か

ら
の
都
市
間
交
流
の
中
で
実
施
さ
れ
る

事
業
の

一
つ
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

青
少
年
交
流
こ
そ
が
大
村
市
j
シ
ン
ト

ラ
市
問
の
友
好
交
流
を
代
表
す
る
も
の

で
あ
り
、
何
世
紀
も
前
に
始
ま
っ
た
文

化
交
流
を
よ
り

一
層
深
め
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

t 

資料館にて大村の歴史を視察

3 

忠霊塔で結城神父から説明を聞
くシン卜ラ市長

放虎原遺跡でのーコマ
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τある
五

大村花まつりでシント ラ市をPR

大
村
市
は
、

実
に
静
か
で
、

安
心
し

て
旅
行
が
で
き
ま
し
た
。
大
村
の
方
々

は
、
本
当
に
素
晴
し
く
、
礼
儀
正
し
い
。

大
村
公
園
の
自
然
・
桜
の
花
は
印
象
深

く
、
大
村
の
偉
大
な
象
徴
だ
と
思
い
ま

す
。
シ
l
ハ
ッ
ト
大
村
は
、
日
本
の
発

展
と
能
力
を
感
じ
ま
し
た
。

楠
本
正
隆
邸
で
は
、
日
本
人
が
過
去

と
歴
史
を
誇
り
に
し
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。
四
少
年
の
像
や
天
正
夢
広

場
で
は
、
大
村
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
の

外
国
と
緊
密
な
関
係
を
持
と
う
と
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
で
き
ま
し

た
。

大村神社で参拝を体験

大
村
の
い
く
つ
か
の
場
所
は
我
々
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
に
と

っ
て
特
別
な
と
こ
ろ

で
あ
り
、
日
本
人
が
我
々
と
異
な
る
文

化
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。

一生
時
さ
続
汁
る

一

犬
料
利
キ
叩
と
①
友
楕

私
の
最
初
の
印
象
は
、
こ
の

2
つ
の

市
が
遥
か
昔
か
ら
強
い
友
情
で
結
ば
れ

て
い
て
、
そ
れ
が
今
も
生
き
続
け
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
た
こ
と
で
す
。

1
万
キ
ロ
以
上
離
れ
、

異
な
っ
て
い

L一一一一」

る
両
市
が
密
接
な
関
係
を
結
ん
で
い
る

事
を
知
る
こ
と
が
で
き、

今
回
の
訪
問

は
、
私
に
と

っ
て
価
値
の
あ
る
も
の
で

し
た
。

日
本
の
若
い
人
達
は
、
我
々
相
互
の

言
葉
の
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
と
て
も

親
切
で
し
た
。
私
た
ち
は
大
い
に
楽
し

み
ま
し
た
。
住
所
を
教
え
あ
い
、
再
開

を
誓
い
ま
し
た
。
彼
等
は
、
美
し
い
場

所
を
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
、
共
に
過
ご
し
た
時
間
を
サ
ウ

ダ
!
デ
(郷
愁
、
懐
か
し
さ
、

愛
情
な

ど
が
入
り
交
じ
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
)

と
と
も
に
心
に
刻
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

」一一一一」

iあ
ふ
れ
た
大
村
一

大
村
市
は
、
と
て
も
感
じ
の
よ
い
街

で
、
訪
れ
る
べ
き
場
所
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
歴
史
や
宗
教
関
係
の
場
所

と
、
自
然
の
大
変
美
し
い
場
所
が
あ
り

ま
し
た
。

公
園
や
街
路
に
あ
る
桜
の
美
し
さ
に

は
、
特
に
感
動
し
ま
し
た
。

私
が
特
に
強
調
し
た
い
の
は
、
礼
儀

正
し
く
愛
情
に
あ
ふ
れ
た
大
村
の
方
々

の
事
で
す
。

「一一一一寸

大
村

安布
~1t と
をQ)
翠
人
l亡

両
市
の
盟
約
は
、
文
化
の
交
流
の
み

な
ら
ず
知
識
の
交
流
に
触
れ
て

い
ま

す
。
今
回
の
訪
問
後
両
市
の
関
係
は
さ

ら
に
強
固
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

市
役
所
だ
け
で
な
く

一
般
市
民
の

方
々
か
ら
生
暖
か
く
歓
迎
さ
れ
た
こ
と

に
心
を
動
か
さ
れ
、
そ
し
て
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
大
村
に
真
価
を
認
め
た
よ

う
に
、
み
な
さ
ん
に
も
シ
ン
ト
ラ
市
を

気
に
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま

す
。
そ
し
て
、
両
市
の
交
流
が
、

ま
す

ま
す
盛
ん
に
な
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
シ
ン
ト
ラ
市
民
が
大
村
市
民
の
兄

弟
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

暖
か
く
、
快
適
に
私
た
ち
を
迎
か
え

入
れ
て
下
さ
っ
て
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

L一一←~
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シントラ市訪問団歓迎レセフシヨ、

シントラ市から記念品の贈呈

十 4-

シン卜ラ市訪問団歓迎レセプショ
ンにて

大村市から記念品の贈呈
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天正夢広場内で子供たちとのー
コマ

天正夢広場内で子供たちとの
コマ

彼等がくれた"オブリガード"

原口町 城幸太郎さん

昨年、長女がシントラ市にお世話になったこともあり、

ホストファミリ ーを引き受けることとなった O

今回の訪問団は、素敵な女性市長をはじめ、総勢26名

が大村市を訪問した O その中でホームステイする学生は、

2人で、我が家だけがお世話することとなった O と言う

事は、大村市をいや日本を代表して、日本の家庭、文化、

人間性のすばらしさ、美しさを頑張ってお見せしなけれ

ばならないと肩に力が入ってしまった。

当然シントラ市に帰って、日本人や日本の家庭はこう

だったと仲間の子供たちに話しをするに遣いない。おか

しな態度、行動はとれないと襟をただそうかと思った。

しかし、考えること数分、偽った事を子供たちに教え

るのは、真の教育ではないとの結論に達し、背伸びせず

ありのままの態度、行動をとることにしようと心に決め

を中心に時間が過ぎた O ルイもボザリオも高校生とは思 ! 

えない程、物の考え方がしっかりしていた。 目をラ ンラ

ンと輝かせ、堂々とした態度で、将来は医者、弁護士に

なりたいとはっきり目標を語ったのには、さすがの私も

驚いた。

4泊 5日の短い期間ではあったが、家族にとってとて

も貴重な体験であり、これからの人生の上で大きなプラ

スになると思う O

空港での見送りの際、

ルイが長女を含め仲間み

んなを抱き寄せ「手紙を

書くよJiまた会おう」な

どと別れを惜しんでいた

時、彼の目に涙はなかっ

た。女の子しか持たない

私にとって頼もしい長男

の誕生である 。 さすがに

私には抱きっかなかった

が、「また来いよ」とかた

p握手を交 し見送った 。

ボザリオには、ちょっとしょっlまいキスをもらった。

た。 グローパルという言葉が目や耳に飛び込んでくる昨今

昨年、シントラ市に長女と 一緒におじ ゃました仲間数 ではあるが、彼等(当然、日本の子供も含め)が次世代の主

人が交じって出迎えた。その後、子供たちの溶け込み方 役である事は間違いない O 暗いニュースが多い世の中で

の速さには実に驚かされた O 英語と単語を使って、名前 はあるが、今のまま、思いやりのある、視野の広い、優

の教えあいから始まり、次の瞬間には、大きな笑い声が

家中に響き渡った O 家内が少々英語を話せるので、コミ

ュニケーションには、まったく困らなかった。

ルイと言う男の子とボザリオという女の子の態度が、

堂々としているのには驚かされ、数か月も前から当家に

ステイしている様で、 初日は私の居場所がない位、彼等

しく、きれいな大人になって欲しいものである。

彼等から教えてもらったポルトガル語で、今でも覚え

ているのは 「オブリガード (ありがとう )Jだけである O

しかし、この言葉一つでいいのである o iオブ リガード

という気持ちで生きるために、大切にいつまでも持ち続

けたい言葉である o iオブリガード」をありがとう 。

大
村
公
圏
内
板
敷
き
や
ぐ
ら
下
に
て

森圏公園の天正遣欧少年使節像
の前にて

シントラ市訪問団歓迎レセプシ
ョンでのーコマ
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市
政
懇
談
会
を
聞
き
ま
す

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞

き
、
誇
り
と
夢
を
も
っ
て
豊
か
に
暮

ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
、
つ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
長
と
皆

さ
ん
が
自
由
に
語
り
合
う
市
政
懇
談

会
を
聞
き
ま
す
。

人
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課
(
内
線

2
2
2
)
 

市政懇談会日程表

地区 | 期日 | 場 所

大 村 I6/24 (水)i市役所大会議室

松 原 6/26 (金) 松原地区住民センター

竹 松 6/30 (火)竹松地区住民センター

西大村 7/3 (金) 中地区公民館

鈴 田 7/7 (火)鈴団地区住民センター

ヰ言 重 7/10 (金) 福重地区住民センター

'E1ヨz、 津見 7/14 (火) 萱瀬地区住民センタ

j甫 7/17 (金) 三浦地区住民センター

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
聾
員
の
目

幸
せ
に
生
き
て
い
く
権
利
|
こ
れ

は
日
本
国
憲
法
で
す
べ
て
の
人
に
平

等
に
認
め
ら
れ
た
権
利
、
つ
ま
り
人

権
で
す
。
し
か
し
、
実
際
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
現
代
の
複
雑
な
社
会
環
境

の
な
か
で
は
、
学
校
の
い
じ
め
や
体

罰
、
男
女
差
別
、
エ
イ
ズ
差
別
、
外

国
人
に
対
す
る
差
別
な
ど
、
人
権
を

無
視
し
た
行
為
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
世
界
で
も
有
数
の
経
済
大
国

に
な
り
、
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
た

反
面
、
人
へ
の
思
い
や
り
ゃ
気
配
り
、

連
帯
感
な
ど
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
、
こ
う
し
た
問
題
に
目
を
向

け
、
人
権
と
は
何
か
、
人
権
の
尊
重

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
理

解
す
る
こ
と
が
、
わ
た
し
た
ち

一
人

ひ
と
り
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

隣
人
の
問
題
や
い
じ
め
な
ど
で
お

悩
み
の
人
は
、
人
権
擁
護
委
員
ま
た

は
法
務
局
ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人権擁護委員 (敬称略)

氏 名 住所 電話番号

松 田喬 一 武部町 52-7893 
奇本康子 杭出津2丁目 53-3275 
山口 ごt三i弓三 玖島2丁目 53-4433 
内 野 祐 里 武部町 53-0615 
東 明貴子 武部町 53-7501 

定例相談日
毎週第 1木曜日

市役所市民相談室
※相談は無料で、秘密は守

られます。
午後1 時30分~4時

シートベルトは
あなたの命綱

=パパまって ぼくがベルト
しめるまで=

時間

県下のシートベルト着用率が年々低下し、 交

通事故時のシートベルト非着用者の負傷者 ・死

亡者が増加しています。

運転者はもちろん、同乗者(幼児 ・乳児には

チャイルドシート)も必ず着用しましょう 。

交通事故による死亡者の約70%は、シートベ

ルト非着用者です。

vア廼雫r-

鏑
事
故
優
良
適
量
書
を
喪
彰
し
ま
す

次
の
申
請
資
格
の
あ
る
人
は
大
村

市
交
通
安
全
協
会
ま
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

。
県
表
彰

免
許
取
得
後
、
平
成
日

年
7
月
末
現
在
で
初
年
以
上
、
初
年

以
上
の
人
(
原
付
免
許
を
含
む
)

。
市
表
彰

免
許
取
得
後
、
平
成
凶

年

7
月
末
現
在
で
お
年
、
日
年
、

ω

年
以
上
の
人
(
原
付
免
許
を
含
む
)

申
請
資
格

交
通
安
全
協
会
々
員
で

免
許
取
得
後
継
続
し
て
車
両
の
運
転

に
従
事
し
、
自
己
の
責
任
に
よ
る
交

通
事
故
歴
が
過
去
日
年
以
上
な
く
、

か
つ
交
通
違
反
(
反
則
を
含
む
)
そ

の
他
罰
金
以
上
の
刑
に
当
た
る
犯
罪

行
為
が
平
成
叩
年
6
月
末
現
在
で
過

去
5
年
以
上
な
い
人
。

提
出
書
類

表

彰

上

申
書
、
無
事
故

無
違
反
証
明
書

申
請
期
限

6
月
1
日
間
j
初
日

ω

問
い
合
わ
せ

大
村
市
交
通
安
全
協

会

(包
③

9
8
8
9
)

し 品』

シー トベルト着用率

消防団第9分間

年 長崎県順位 長崎県着用率 全国平均着用率

平成 4年 1 90.6 
% 

59.6 
% 

平成 5年 1 89.5 59.2 

平成 6年 1 92.0 64.0 

平成 7年 1 92.2 69.1 

平成 8年 4 90.0 71.1 

平成 9年 5 88.6 75.2 
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新鍵落成
築34年を経過し、建物の老朽

化に伴い新築中であ った第 9分

団詰所車庫が 3月末に完成しま
した。

新詰所車庫は、鉄骨造平屋建
で、91.7m"となっています。

(宮小蕗)

( 



投票しやすくなりました

選挙の投票率が年々低下しています。平成 7年の

参議院議員通常選挙や平成 8年の衆議院議員総選挙

では、投票率が史上最低を記録しました。

その背景としては、有権者の政治的無関心や政治

不信の増大が指摘されているところですが、有権者

ができるだけ投票しやすいよう投票の仕組みゃ運用

を改善していくことも重要です。

このため、投票時間を延長するなどの公職選挙法

の一部が改正され、 6月から施行されます。

主な改正内容は、次のとおりです。

-投票時間が延長され、午後 8時までとなります。

-不在者投票の時間が午後 8時までとなります。

.不在者投票が認められる事由力ず緩和され 、次の

ような方も不在者投票ができるようになります。

O自営業の人や冠婚葬祭などの予定がある人

Oレジャーや買い物などの私用で 、投票日に投

票区域にいない人

問い合わせ 市選挙管理委員会事務局(内線340)

私たちが相談をお受けします

オフィスパーク大村完成

書の叙勲 大村から3人受章

平成10年春の叙勲が決まり、大村から 3人の方

が受章されました O おめでとうございます。

勲五等瑞宝章

佐古売尊さん(古町 lT目 .73歳)

元調停委員

勲六等単光旭日章

陣内悟さん (上諏訪町 .74歳)

元県警警部

勲六等瑞宝章

岩永猛さん (鬼橋町 ・71歳)

元日本電信電話公社職員

「い じめJや 「登校拒否」などの問題で悩んでいる 専門相談員 (敬称略)

子供たちゃ保護者の方々の相談を受け、これらの問題

の一日も早い解決のお手伝いをするために、 『大村市い

じめ-登校拒否問題相談人材パンクJを開設していま

す。相談に当たっては、各分野の専門相談員が、一人

ひとりに合わせた相談を行い ます。一人で悩まずに、

気軽に相談してください。

主任児童委員 (敬称略) ※専門相談員や関係機関との連絡調整をします《

氏名 担当学校名 電話番号

久松喜美子 玖島中学校 ・大村小学校 52-3459 

末吉尽 子 二ir+i小学校・鈴田小学校 53-5213 

久田 松 幸子 大村中学校・旭が丘小学校 52-2217 

田崎とめ子 東大村小学校 53-4343 

中村安子 二城小学校 54 -6077 

本 村 百合子 西大村中学校 ・西大村小学校 53-0293 

能 回道子 中央小学校 52-9460 
本 川 清子 放虎原小学校 54-1682 
坂 冗 威佐 者s中学校 ・竹松小学校 55-2092 
山 上 よし 子 1妥が原中学校・富の原小学校 55-2922 
梶 原 昭 子 萱i頼中学校 ・菅i頼小学校-松原小学校 55-1482 
田川 玲 子 福重小学校・黒木小学校 55-8545 

く〉就学についての相談受付く〉

平成11年度就学予定のお子様について相談を受け

付けます。気軽にご相談下さ p。

問い合わせ 市教委学校教育課(内線364)
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氏名 職 名 |電話番号 (内線)

永 田 孝 信 少年センタ一指導主事
大ヤ村ン市グテレフォン

佐藤 晴男 少年センター相談員

後 藤 明 少年センター相談員
53-1020 

中山和子 少年センター相談員

早田 雅 司 学校教育課指導主事 53-4111 (364) 

西村 仁志 学校教育課指導主事 53-4111 (364) 

田中 久 美 子 健康増進課係長 53-4111 (140) 

福 田ス ミ エ 児草家庭課家童相談員 I 53-4111 (154) 

藤 崎 喜 久 子 児童家庭課家庭相談員 53-4111 (154) 

植木 健 |心療内科医師 54-6000 

大村小学ゆd抗くから配置 大村小学校スクールカウンセラー 153-7117

尾崎節子 玖島中学校スクールカウンセラー 53-3401 

郡中学校6 1 | 
月から自己置r 郡中学校スクールカウンセラー 55-8318 

内野祐 里 人権擁護委員 53-0615 

山口 i呈同三 人権擁護委員 53-4433 

松 田 喬 一 人権擁護委員 52-7893 

奇 本 康 子 人権擁護委員 53-3275 

東 明貴子 人権擁護委員 53-7501 



シーズンも近づいていますです。そして、まもなく

~あなたを守るのは、あなた自身です~
長崎県は温暖多雨気候で雨が多く、暴風雨の通過圏でもあり、台風や大雨による自然災害が起こりやすいところです。

もう一度、周りを確かめ点検・修理を忘れず日頃から防災意識を高めましょう。あなたを守るのは、あなた自身です。

|気象情報や防災関係機関の広報を注意 して聞きましょう 。|

二大帝情報が出て豪雨か;嘩りたしたら

0近くの川の水位の上昇に注意する O

0崖の近くおよび川近くの家では早めに非難の準備をする O

万二台風が近つしたら

。雨戸や窓を補強する 。

。 アンテナ支線を補強する O

0物干し竿 は飛ばされないようにする O

0鉢、プランターなど小物は室内に取り込む。

O商屈の看板などを安全点検する 。

※豪雨が降りだ し川の水イ立が上昇 した ら、

サイレン と警鐘で知ら せますの で注意 して聞き ましょ う。

区分¥相 サイレ ン信号

第l信号 !乍官 官ず もすマょrbもす |警鐘一休止 普鐘 休止 警鐘

l 約 l分約5秒 約 1分
第2信号 |

| 警鐘 休止 警鐘

第 l信号は、警戒水位に達したときコ
第2信号は、 必要と認められる区域内の居住者に非難立退きを知らせます。

警鐘信号

乱打

風-水害に備えて準備しておくもの

①貴重品(印かん -預金通帳 ・現金など)

② トランジスタラジオ(予備電池も忘れず

に)③懐中電灯(予備電池も)④衣類 (セ

ーター・ジ ャンパ一類・下着 ・毛布など)

①応急医薬品(傷薬・胃腸薬 -脱脂綿・紳

創膏 ・包帯など)⑥その他(マ ッチ ・ロー

ソク・缶切り・ナイフなど)⑦赤ち ゃん用

品(ミルク・ぽ乳ビン・おむつなど)③お年

寄 りがいる場合 (常備薬 ・看護用品など)

4

司
あ
な
尼
の
緊
急
避
難
場
所
で
す

緊
急
11寺

は

寄
り

選
難

罪
/¥ 

避
難
し
て
く
だ
さ

を市役所内に設置 し職員が24時間体制

地区別 避 難場 所 電話番号 地区別 避 難 場所 電話番号 地区別 避 難 場所 電話番号

三浦
二 浦 小 学 校 52-4318 

大村
市 民会 館 52-2739 富の原小学校 55-3200 

コ j甫出張所 52-6475 武 道 館 52-4836 
竹松

竹松小 学 校 55-8224 

鈴田小 学 校 52-4322 中央小 学 校 53-2046 ろう 学 校 52-2444 
鈴 田

鈴田 出張所 52-2023 放虎原小学校 54-2815 竹松出張所 55-8314 I 
東大村小学校 53-7060 西大村小学校 53-2670 萱瀬 小 学 校 55-7002 

旭が丘小学校 53-0459 西大村中学校 53-2360 
萱瀬

黒木 小 学 校 55-7800 

大村小 学校 53-7117 桜が原中学校 55-1166 萱瀬 中学 校 55-7004 

二城 小 学校 53-3234 工 業高 校 52-3772 萱 i頼出張所 55-7001 

玖 島 中学 校 53-3401 西大村 農協 会 館 53-6161 福重 小 学 校 55-2285 
大村 大村中 学 校 53-2127 総合福祉センター 53-1351 福重 郡中 学 校 55-7219 

城 南高 校 54-3121 本 経 寺 53-5510 福 重 出張所 55-8614 
大村 高 校 55-2660 正 法 寺 52-2247 

松 原 小 学 校 55-8619 
体育文化センター 20-7200 中地区住民センター 53-1376 松原

松 原 出張所 55-8501 
(シーハットおおむら) 西大村地区コミセン 53-4979 
大村 市役所 53-4111 池田 公 民 館

※市では、大雨 -洪水警報などが発表されると直ちに、 「災害警戒本部J
で警戒 -待機しています。

もしも、 災害が発生したり、 発生の恐れがあるときは直ちに、 災害緊急通報 ・災害通報をしてく ださい。

災害発生時の緊急通報・災害通報先

大 村 市 役 所 |災害緊急通報・ 災害通報 53-4111

大村市災害警戒本部 |災害緊急通報 ・災害通報 53-5999

大村市災害対策本部 |災害緊急通報・ 災害通報 53-5999

災害緊急通報 110番 災害通報 54-0111

災害緊急通報 119番 災害通報 52-4138

災害緊急通報 ・災害通報 52-2316 

-8-

大村 警 察 署

大村消防 署

大村市消防団本部



地球規模の環境問題は、日常生活を送る上では、あまり実
感のわかない問題かもしれません。しかし、地球温暖化、オ
ゾン層の破壊、熱帯林の減少、野生生物種の減少など、日ご
とにその深刻さを増しています。
今回は、オゾン層の破壊の問題について見てみましょうD

付しい環境講座 E 

オ
ゾ
ン
層
破
壊
の
メ
カ
ニ

ズ
ム

。オゾン層つてなに?

地球の大気圏の一部にオソン層があり、 太陽光線に

含まれる有害な紫外線を吸収し、地球の生物に悪影響

を与えないように防いでいます。いわば、地球を守る

宇宙服ですO

@フロンがオゾン層を破嬢する

フロンは、人工的に合成された化学物質で、毒性が

ないことからスプレ の噴射剤、精密機械の洗浄剤、

工アコン・冷蔵庫の冷媒として広く使用されていまし

たが、オゾン層を破壊することが判明したのです。

@オゾン層が破壊されるとどうなるの?

有害紫外線が増えることにより、皮膚がん、白内障、

免疫不全などの健康被害や生態系全体への悪影響力T心

配されています。

@地球を守るために

フロン生産は、 1995年末に全廃されましたが、私

たちの身近には冷蔵庫やエアコンの冷媒としてま

だ多く残っています。 既存の冷蔵庫や工アコンな

どを廃棄するときは、必ずフロンの適正な回収と

処理をしましょう。

。年々蕩くなるオゾン層

南極では、オゾン層が著しく薄くなる「オゾンホーjレJ
が、毎年春に観測されています。1996年に過去最大

の2，600万km2 (日本の国土面積の約65倍)に達しま

した。オゾン層が1%減少すると、度膚がんが約2%、

白内障が0.6""-'0.8%増えるといわれています。

“I也球と未来の仲間のために

6月5日は r環境の日J・6月は環境月間です。

わたしから"暮らしを変える

6月5日の「環境の日」は、平成5年11月に制定された 「環境基本法」に基づき

設けられました。

「環境の日」は、 1972年ストックホjレムで開催された 、国連人間環境会議が6

月5日から始まったことを記念して、我が国の提唱によリ設けられた「世界環境デ-J
を踏まえたものです。

豊かな地球環境を次世代に引き継ぐために、 6月5日の 「環境の目」を契機として、

地球のことをもっと知って、環境について考え、話し合い、自分たちのてれきるこ

とから行動しましょう。

消火器の訪問販売にご注意11

訪問販売に対する不審な点がありましたら、できるだけ購入および
契約の前に大村消防署予防課へお問い合わせくださし、。

大村消防署予防課 Tel.S2-4138 

-9-

-設置の義務はありません。
消防防災上、自主的に置かれることはいいことです0

・消火器の点検義務はありません。
・消火器は消防署、市役所では販売していません。

「消火器には、製造年から8年を経過した消火器は使用しな
いでください。」 のような類似の注意表示がされています。
管理がいいものについて、8年を経過した消火器の使用は所
有者の貫任においての判断となリます。



財

政

情
説
明

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
財
政
状
況
を
年
2
回
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
叩
年
度
当
初
予
算
概
要
と
平
成

9
年
度

(
平
成
叩
年
3
月
引
日
現
在
)
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

我が国の経済は、設備投資は全体として伸びが鈍化し、個人消費は経済の先行きに

対する不透明感もあって低調な動きを示しており、全体として停滞の状態にあります。

一方、本市の財政につきましては、市税に若干の伸びはあるものの、地方交付税等

の伸びは期待できず、ボート事業においても 、急激な収益減という厳しい状況であり

ます。

こう した中で、平成10年度においても大村市総合計画に沿った事業を推進するため、

財源の合理的な配分や各種基金の取崩しなどの財源確保を図り、市民の要望に応え、

名実共に県の中核都市として豊かで魅力ある大村市を目指し 、「子どもに思いやりの

心と夢を」 ・「若者に誇りと活力をJ• Iお年寄りに生きがいと安心を」を市政の目

標として予算編成に努めました。

310億5千万円一般会計当初予算平成10年度

その他
10億9，116万円
(3.5%) 

繰入金
21億1，292万円
(6.8%) 
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内

J

/消防費
その他 /議会費
11億4.909万円 l労 働費
(37%) 災害復旧費

¥予備費

民生費
68億4，655万円
(22.1%) 

農林水産費
23億7，409方円
(7.6%) 

市民1人当たりの予算額
37万7，889円

9年度
(人口 80，865人)
47万9，812円

10-

10年度
(人口 82，167人)
37万7，889円

一般会計・特別会計当初予算比較表
dZh 3Z 計 名 平成 10年度 平成 9年度 増 j成

一 自支 d一，司bFFv、、- 310億5，000万円 388億円 ム 77億5，000万円

老人保健事業会計 72億8，002万円 67億2，903万円 51君、5，099万円

公共下水道事業会計 48億5，923万円 50信、4，168万円 ム 1億8，245万円

同民健康保険事業会計 50信、9，163万円 48{意'8，206万円 2億957万円

農業集落排水事業会計 23億7，965万円 1 14億1，298万円 9億6，667万円

簡易水道事業会 計 23f意叩9万円 | 11億4，255万円 12億5，344万円

平成10年度



平
成
凶
年
度

一
般
会
計
の
当
初
予
算

総
額
は
、

3
1
0
億
5
、
0
0
0
万
円

で
前
年
度
に
比
べ
初
%
(η
億
5
、
0

0
0万
円
)
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
主
な
収
入
は
、
み
な
さ

ん
が
市
に
納
め
て
い
る
市
税
が

ω億

8
、
9
9
6
万
円
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
や

町
の
財
政
の
つ
り
あ
い
を
と
る
た
め
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
臼
億

円
、
地
方
譲
与
税
な
ど
が
あ
わ
せ
て
ロ

億
9
3
5
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ

か
に
は
、
市
の
事
業
に
対
す
る
国
・
県

か
ら
の
補
助
金
や
国
や
県
が
市
に
委
託

し
た
仕
事
に
必
要
な
事
務
経
費
の
委
託

金
で
、
日
億
2
、
8
7
8
万
円
、
そ
の

他
特
に
目
立

っ
た
収
入
は
市
債
で
お
億

8
、
6
1
0
万
円
あ
り
ま
す
。

市
債
と
い
う
の
は
、
市
が
国
や
金
融

機
関
か
ら
借
入
れ
た
お
金
の
こ
と
で

す
。
(
仮
称
)
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

建
設
事
業
や
久
原
梶
ノ
尾
線
、
久
原
線

な
ど
の
市
道
の
整
備
や
市
営
住
宅
建
設

事
業
、
鈴
田
運
動
広
場
や
森
園
公
園
の

整
備
な
ど
の
た
め
に
借
り
ま
す
。

主
な
支
出
は
、
前
ぺ

l
ジ
の
図
1
の

と
お
り
民
生
費
(
高
齢
者
、
障
害
者
、

児
童
な
ど
の
福
祉
の
た
め
の
経
費
)
、

土
木
費
(
道
路
、
公
園
、
住
宅
な
ど
の

建
設
や
整
備
の
た
め
の
経
費
)
、
公
債

費

(
国
や
金
融
機
関
か
ら
借
入
れ
た
お

金
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
)
で
全
体

の
約
臼
%
を
占
め
ま
す
。

平
成
凶
年
度
の
新
し
い
事
業
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

安
心
し
て
健
康
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
ゃつ
く
り

8
1
3
、
7
1
6千
円

(
仮
称
)
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建

設
や
、
休
日
に
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
利

用
で
き
る
ホ
リ
デ
イ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
や
、
民
間
施
設
ト
イ
レ
開
放
促
進

モ
デ
ル
事
業
な
ど
で
す
。

思
い
や
り
の
あ
る
心
と
夢
を
育
む
環
境

づ
く
り

7
7
3
、
5
1
6千
円

教
育
の
舘
(
少
年
セ
ン
タ
ー
)
の
開

設
や
、
コ
ミ
セ
ン
で
行
わ
れ
る
子
ど
も

実
験
学
習
活
動
、
萱
瀬
中
学
校
運
動

場
・
鈴
団
地
区
運
動
広
場
の
整
備
な
ど

で
す
。

産
業
の
振
興

1
3
8
 

平
成
凶
年
度
当
初
予
算

市
税
内
訳
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千
円

そ
の
他

市
た
ば
こ
税

都
市
計
画
税

法
人
税

住
民
税

ら
く
ら
く
果
樹
園
地
整
備
事
業
や
新

農
政
プ
ラ
ン
推
進
特
別
対
策
事
業
な
ど

で
す
。

観
光
の
振
興

4
3
、
3
0
6千
円

観
光
標
識
設
置
事
業
、
琴
平
ス
カ
イ

パ
I
ク
の
整
備
な
ど
で
す
。

若
者
が
誇
り
と
活
力
を
も
て
る
ま
ち
事つ

く
り

2
2
、

6
4
2
千
円

(
仮
称
)
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
中

に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た

り
、
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
い
ろ
ん
な

催
し
物
を
行
っ
た
り
、
長
崎
街
道
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
事
業
な
ど
で
す
。

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
ゃ
つ
く
り

1
9、
5
1
5
千
円

災
害
対
策
の
た
め
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
や
防
災
マ

ッ
プ
作
成
な
ど
で
す
。

平
成
日
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計
性
質
別
分
析
表

災

害

復

旧

事

業

費

-f' 

備

維
持
補
修
費

物

件

補

助

費

等

公

1責

f夫

助

積

立

金

貸

付

金

等

人

1午

固
定
資
産

税

円

普

通

建

設

事

業

費

ム
リ

門

U

門

u
n
u
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u
n
U

円

u
n
u

円

u
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u

判

8

7

6

5

4

3

2

1

費費費費費

v市民l人に使われるお金は377，889円(平成10年度一般会計当初予算額を人口で割りだした数値)

総務費 44，477円

高齢者、障害者、児童な
どの福祉のために{吏¥，¥ま

す。

商工費 16，775円

の
い

ど
使

な
に

宅
め

住

た、の
園
備

雪、

公
整

1
一

昨

P
L一制

道
建
ま

民生費 83，325円土木費 67，077円教育費 37，102円

教育や文化、スポーツの
振興、文化財保護などに

イ重います。

農林水産業費 28，893円

作[呂舎

円

庁

o
-

F
Hリ

の
す

一
一悦

市
ま

一
q
h

い
一
1

籍
使
一
世

戸
に

一
汁

、
戸
」

一
/
U

挙
な

一
?て

選
理

40，412円公債費 45，843円

市債の償還のために使い
ます。

11 

消防や議会運営などに使

います。

商・工業や観光などの振

興を図るために使います。

市民の健康増進やゴミ・
し尿処理のために使いま
す。

農業、林業、水産業など

の振興を図るために使い
ます。



平
成
9
年
度
予
算
執
行
状
況

(
平
成
叩
年
3
月
白
日
現
在
)

平
成

9
年
度

一
般
会
計
予
算
執
行
状
況
(
平
成
日
年
3
月
白
日
現

在
)
は
、
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

歳
入
の
収
入
済
額
は
、

2
2
9
億

9
、

5
5
1
万
円
で
全
体
の

U
・
4
%を
占
め
ま
す
。
収
入
未
済
額
は
、

1
7
0億
4
、
6
5
0

万
円
で
、
必

・
6
%
で
す
。

歳
出
の
支
出
済
額
は
、

2
7
5
億
6
、

4
4
3
万
円
で
全
体
の

侃
・

8
%を
占
め
ま
す
。
支
出
未
済
額
は
、

1
2
4
億

7
、

7
6
0

万
円
で
、
泊
・

2
%
で
す
。

00 110 (億円)

。 予算額

仁二ゴ
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c二コ
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〔一般会計〕

税

国庫支出金

市

地方交付税

i責

県支出金

人収

市

諸

歳

入

00 110 (f意円)

予算額

仁三コ
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仁二コ
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-，戸ー

ー」ー

80 
-，-
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他

費

費

資

農林水産業費

費

費

費

ロコ

木

債

生

務

育

生

そ

土

。.J}.'、
司也、

待1

民

教

ノ¥
品

歳

出

一
般
会
計
・
特
別
会
計
と
も
出
納
閉

鎖
日
は
、

5
月
紅
白
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
収
入
率
の
低
い
市
債
(
年

度
末
に
借
入
予
定
の
た
め
未
収
入
)
、

国
・
県
支
出
金
な
ど
も
平
成
叩
年
4

月
・

5
月
の
収
入
分
を
加
え
れ
ば
、
ほ

ぼ
予
算
現
額
程
度
に
な
り
ま
す
。

左
の
表
中
の
、

農
業
集
落
排
水
事
業

会
計
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
お
よ
び
公

共
下
水
道
事
業
会
計
の
収
入
率
が
低
い

の
は
、
収
入
の
主
な
も
の
が
、
市
債
と

補
助
金
の
た
め
で
、

5
月
中
に
は
入
り

ま
す
。

ま
た
収
入
額
か
ら
支
出
額
を
差
し
引

い
た
差
額
は、

一
時
借
入
金
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

最
終
的
な
決
算
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
ロ
月
に
発
行
す
る
広
報
紙
で
公
表

し
ま
す
。

{出

会計名 予算額 収入清額 執行率 支出済額 執行率

老人保健 68f意 59億
86.6% 

63億
92.1% 

事業会計 5，574万円 3，514万円 1，241万円

公共下水道 51億 13億
27.0% 

34f意
65.7% 

事業会計 7，815万円 9，953万円 170万円

国民健康保険 50億 39億
79.7% 

43f意
86.6% 

事業会計 50575円 8，729万円 3，259万円

農業集落排水 15億 18億
11.6% 

4億
26.8% 

事業会計 8，786万円 4，016万円 2，632万円

簡易水道 11億 1億
11.4% 

7億
61.1% 

事業会計 5，405万円 3，168万円 518万円

σ〉

〔特別会計〕

そ

市有財産総括表 (平成10年3月31日現在)

手重 男IJ 委主 亘 ノ1ヘz 客員

施設敷地 2，403，435.59111' 167億6，019万円

建 物 295，879.86 m' 399億2，026万円

工 作 物 196件 29億9，965万円

山林 ・その 他 5，939，631.41111' 33億7，296万円

基金 ・積 立 金 15何二 104億921万円

出 資 金 36件 25億2，474万円

車 両 162台 9，393万円

4E2コh 言十 760億8，094万円

市

債

の

状

況

市
債
は
、
市
が
道
路
・
下
水
道
・

学

校

・
公
園
な
ど
の
建
設
ま
た
は
災
害
復

旧
工
事
な
ど
を
す
る
と
き
に
借
り
た
お

金
で
、
平
成
日
年
3
月
訂
日
現
在
で
3

8
9億
8
、
5
1
0
万
円
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
別
会
計
の
総
額
2
6
4億
7
、
5

6
2万
円
の
合
計
6
5
4億
6
、
0
7

2
万
円
で
す
。
こ
れ
は
、
毎
年
計
画
的

に
償
還
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
市
債
状
況

下
水
道
事
業2

1
7億
4
、

簡
易
水
道
事
業

お
億
2
、

農
業
集
落
排
水
事
業

弘
億

2
6
4億
7
、

5
7
7万
円

7
8
3
万
円

2
0
2万
円

5
6
2万
円

災害復旧
31意1，7617JI'J
(08%) 般

会
計
市
債
状
況

- 12-

土木
156f意123万円
(40.0%) 

教育
13H日、9，627万円
(33.9%) 

その他
61.主6，122万円

農林水産 (1.7%) 
141.官、9，118万円
(3.8%) 

総務

25f.(t3，375万円
(6.5%) 

一時借入金 (平成10年 3月31日現在)

一時的に収支に不均衡を生じ現金が不足したときに

その不足を補うものです。

前年度末
平成9年度中における

平成1(}年3月末残高 備 考
借入残高最高額

45億6，983万円 96億8，204万円 79億1，264万円
借入先

市内金融機関



11 

病

院

市
川
事

業

の

概

要

市
立
病
院
は
、
地
域
医
療
の
中
核
的

総
合
病
院
と
し
て
、
市
民
の
医
療
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
心
臓
血
管
病
セ
ン

タ
ー
の
併
設
な
ど
高
度
特
殊
医
療
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
診
療
体
制
の
充
実
、

医
療
水
準
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

9
年
度
は
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

の
た
め
に
、
適
時
適
温
給
食
及
び
病
衣

貸
与
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
予
約
診

療
制
を
、
新
た
に
皮
膚
科
、
産
婦
人
科
、

泌
尿
器
科
の

3
科
に
導
入
し
外
来
8
科

に
拡
充
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
経
営
再
建
の

一
環
と
し
て
、

院
内
空
調
等
の
施
設
管
理
業
務
及
び
清

掃
業
務
を
民
間
へ
委
託
L
ま
し
た
。

健
康
保
険
法
の
改
正
な
ど
医
療
保
険

制
度
改
革
の
な
か
、
ま
す
ま
す
厳
し
い

状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
市
民
に
信
頼

さ
れ
、
質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る

総
合
病
院
と
し
て
、
今
後
も
診
療
体
制

の
整
備
充
実
と
経
営
の
健
全
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ω経
理

の

状

況

平
成
9
年
度
の
経
理
の
状
況
は
表
1

の
と
お
り
で
す
。

経理の状況

区 分 予算額 執行額 執行率(%)

ヰ叉
収入 60億6，562万円 571.意3，731万円 94.6 

益 支 出 641意1，392万円 61億9，347万円 96.6 

的 差引 ム 3億4，830万円 !ム 4億5，616万円

資
収入 4億2，691万円 41意2，704万円 100.0 

本 支 出 4億2，691万円 4億2，691万円 100.0 

的 差 引 0円 13万円

表 l

企業債の状況

区
平成 9年度 平成 9年度 平成9年度末

備 考
未償還元金 借 入 額 償還額 未償還元金

施 設 整備 38億8，793万円 0万円 9，177万円37億9，616万円 大 蔵 省

医療機器整備 91意2，552万円 5，500万円 2億7，813万円 7億239万円 大蔵省

481意1，345万円 5叩|削 0万円

表 2収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

収
入
の
主
な
内
訳
は
、
入
院

・
外
来

診
療
費
、
健
康
診
断
、
人
間
ド

ッ
ク
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
す
。

支
出
の
主
な
内
訳
は
、
人
件
費
、
薬

品
及
び
診
療
材
料
費
、
経
費
(
光
熱
水

費
・
業
務
委
託
料
な
ど
て

減
価
償
却

費
な
ど
で
す
。

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

収
入
の
主
な
内
訳
は
、
企
業
債
及
び
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
す
。

支
出
の
主
な
内
訳
は
、

医
療
機
器
購

入
費
、
企
業
債
償
還
金
な
ど
で
す
。

平
成
9
年
度
の
市
立
病
院
の
利
用
状

況
は
、
入
院
患
者
数
延
1
0
7
、
8
4

5
人
、
外
来
患
者
数
延
1
5
2
、
9
2

7
人
で
す
。

入
院
患
者
の

一
日
平
均
は
、

2
9

5
・
5
人
、
外
来
患
者
の

一
日
平
均
は
、

6
2
4
・
2
人
で
前
年
度
に
比
べ
、
そ

れ
ぞ
れ
0
・
2
%
、
1
・
7
%減
少
し

ま
し
た
。

ω企
業
債
お
よ
び
長
期
借
入
金

な
ら
び
に
一
時
借
入
金
の
状
況

企
業
債
お
よ
び
長
期
借
入
金
な
ら
び

に
一
時
借
入
金
の
状
況
は
、
表

2
・

3
・
4
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
支
払
利
息
に
つ

い
て
は
、

次

の
と
お
り
で
す
。

企
業
債
利
息

2
億
3
、

長
期
借
入
金
利
息

一
時
借
入
金
利
息

3
4
1
万
円

2
7
5
万
円

8
8
万
円

長期借入金明細表 3

考

5{意:5，000万円5f意5，000万円

一時借入金明細

考

1商

l借入先
日吉ム000万円 |

|大村市モー ターボート競走事業

表 4

4首

6億5，571万円

平成9年度中における
借入残高最高額

91意3，447万円

平成 8年度末
残高

7億5，244万円

平成 9年度末
残 高

平成3年度中における
借入残高最高額

平成 8年度末
残 高

区分 入院患者数 (延人数) 外来患者数 (延人数)

月別 9年度 8年度 増 減 9年度 8年度 増 減

4月
人 人 人 人 人 l 人

9，171 8，873 298 12，819 12，921 ム 102

5月 9，406 8，580 826 13，452 13，222 230 

6月 8，730 8，484 246 12，843 12，600 243 

7月 9，243 8，996 247 13，636 14，402 ム 7661

8月 9，104 9，059 45 12，672 13，416 ム 744

9月 8，463 8，888 ム 425 12，364 251 

10月 9，162 9，614 ム 452 13，497 13，830 ム 333

11月 8，569 8，876 ム 307 11，045 12，208 ム1，163

12月 8，829 9，371 ム 542 13，217 13，243 ム 26 

1月 8，795 9，075 ム 280 11，916 12，501 ム 585

2月 8，840 8，774 66 12，039 11，831 208 

3月 80 13，176 12，971 205 

合計 107，845 108，043 ム 198 152，927 155，509 ム2，582

l日平均 295.5 296.0 ム 0.5 624.2 634.7 ム 10.5

平成 8- 9年度入院、外来患者数比較

- 13-



工
業
用
水
道

川
事

業

の

概

要

平
成
2
年
4
月
か
ら
コ
マ
ツ
電
子
金

属
側
長
崎
工
場
へ
、
契
約
水
量
3
、

0

0

03m
/
日
で
供
用
開
始
し
、
平
成
9

年
8
月
か
ら
は
、
需
要
増
加
の
た
め
、

契
約
水
量
4
、
5
0
03m
/
日
で
供
給

し
て
い
ま
す
。

ω経
理

の

状

況

収
益
的
収
入
の
主
な
も
の
は
、
コ
マ

ツ
電
子
金
属
怖
か
ら
の
給
水
収
益
で

す
。
収
益
的
支
出
に
は
、
動
力
費
、
委

託
料
、
人
件
費
、
企
業
債
の
利
息
等
が

あ
り
ま
す
。
資
本
的
収
入
は
、

一
般
会

計
か
ら
の
補
助
金
や
県
か
ら
の
補
助
金

が
あ
り
ま
す
。
資
本
的
支
出
は
、
企
業

債
の
償
還
金
で
す
。

(平成10年 3月31日現在)

区 分 予 算額 執行 額 執行率 (%)

収入 8，807万円 8，813万円 100.1 

収益的 支出 10，248万円 9，978万円 97.4 

差 引 ム 1，441万円 ム 1，165万円

収 入 17，913万円 17，913万円 100.0 

資本的 支出 17，913万円 17，913万円 100.0 

差 引 0万円 0万円

経理の状況(平成10年 3月31日現在)

建設改良費 建設改良費 計

発行額 2億6，640万円 3億9，580万円 6億6，220万円

償 還額 2，730万円 5，257万円 7，987万円

未償還残高 2億3，910万円 31意4，323万円 5億8，233万円

備 考 大蔵省 公営企業金融公庫

企業債の状況

立立

男兄

艇

川
事

業

の

概

要

平
成
9
年
度
の
回
別
売
上
げ
は
、
別

表
川
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。
景
気

回
復
の
兆
し
が
見
え
な
い
中
、
平
成
9

年
度
売
上
げ
は
、
前
年
度
比
5
-
m

%

の
減
収
と
な
り
、

2
年
連
続
で
対
前
年

度
比
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
大
変
厳
し
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

電
話
投

票
売
上
が
初
%
増
加
し
た
も
の
の
、
入

場
者
及
び
1
人
当
た
り
売
上
げ
が
減
少

し
た
こ
と
が
前
年
度
比
減
の
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
、

今
後
も

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
お
も
し
ろ

い
競
走
」
の
実
現
を
め
ざ
し
フ

ァ
ン
の

拡
大
に
努
め
ま
す
。

ω経
理

の

状

況

経
理
の
状
況
は
、
別
表

ωの
と
お
り

で
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

収
益
的
収
入

3
9
5
億

8
、
0
7
4
万
円

収
益
的
支
出

3
8
6億
8
、
3
8
3
万
円

差

引

8
億
9
、
6
9
1
万
円

資
本
的
収
入

0
万
円

資
本
的
支
出

口

億
4
、
7
6
7
万
円

差

引

ム

日

億
4
、

7
6
7
万
円

一
般
会
計
へ
は
日
億
円
を

繰
り
出
し
ま
し
た
。

売上調べ

6 5 4 3 2 1 
月

回 回 回 回 回 回

度月9 度18 f 
7 

度月6 度月5 度月4 
度

度月 別

4f意8 2 
28 2億5 22 2倍6: 7τ土'e

b 1 4 7 
3億2 7 

7 9 2 2 O 上
6 8 O 8 4 2 
7 

万円9 万円2 万円4 
4 

万円2 万円 万円 IEE3 司

12 11 10 9 8 7 
月

回 回 回 回 回 回

度月3 度月2 度丹1 1度月2 度1月1 度1月0 
度

7JU 

2f意2 3 億29 1 3億3 3 2億8 0 2億8 1 7て士E二f

26 0 
8 O 9 6 2 上
4 8 5 1 4 6 

万円2 万円6 万円O 万円8 万円O 万円3 IEEゴ司
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別表(1) (平成10年 3月31日現在)

区 分 予 算現額 予算執行額 予算執行率(%)

収 第l款 モーターボート競走事業収益 429億8，752万円 395億8，074万円 92.07 

益 第 l項営 業収 益 428億6，564万円 394億8，063万円 92.10 
的

収 第 2項 営業外収 益 1億2，188万円 1億11万円 82.14 

入 第 3項特 別利 益 。
収 第l試 モーターボート競走事業費用 420億7，713万円 386億8，383万円 91.94 

益 第 1項 営 業 費 用 420億2，513万円 3861.意8，191万円 92.04 

的 第 2項営業 外 費 用 200万円 192万円 96.00 

支 第 3項 特別 損失 。
出 第 4項予 1席 費 5，000万円

オめ世IArζ J 、4 
第 1款資本的収入 。

第 l項 固定資産売却代金 O 

資 第 l款資本的支出 12億4，815万円 11億4，767万円 91.95 

本 第 1項建設改 良費 7，815万円 7，767万円 99.39 
的

支 第 2項 投 資 10億7，000万円 10憶7，000万円 100.00 

出 第 3項 予 備 費 1億円

経理の状況別表(2)



水

道

川
事

業

の

概

要

平
成
9
年
度
は
、
例
年
に
比
べ
降
水

量
が
非
常
に
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た

が
、
人
口
の
増
加
並
び
に
生
活
文
化
の

向
上
等
に
よ
り
、
配
水
量
は
前
年
を
大

き
く
上
回
り
ま
し
た
。
そ
の
様
な
中
で
、

日
月
か
ら
日
月
に
か
け
て
雨
が
降
ら

ず
、
水
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、

使
用
者
の
節
水
協
力
を
得
て
断
水
す
る

こ
と
な
く
、
通
常
ど
お
り
給
水
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
将
来
に
向

け
た
水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、
ダ

ム
の
嵩
上
げ
や
坂
口
浄
水
場
の
増
設
改

良
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
配

水
管
の
布
設
工
事
と
し
て
、
低
部
配
水

管
、
下
水
道
工
事
及
び
土
木
工
事
に
伴

う
配
水
管
の
移
設
工
事
、
石
綿
管
の
更

新
、
消
火
栓
の
設
置
工
事
等
を
施
工
す

る
と
と
も
に
、
有
収
率
向
上
策
と
し
て

市
内
全
域
を
対
象
に
2
4
9
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
漏
水
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
が

有
収
率
が
低
下
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
漏
水
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
市
民
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
な
お
一

層
、
水
道
の
安
定
供

給
に
努
め
ま
す
。

ω経
理

の

状

況

。
収
益
的
収
入
・
支
出
の
状
況

収
益
的
収
入
の
主
な
も
の
は
水
道
料

金
で
、
他
に
加
入
金
、
長
崎
市
か
ら
の

分
水
収
益
で
す
。

収
益
的
支
出
は
職
員
の
人
件
費
、
企

業
債
の
利
息
、
資
産
の
減
価
償
却
な
ど

で
す
。

。
資
本
的
収
入
・
支
出
の
状
況

資
本
的
収
入
の
主
な
も
の
は
企
業
債

(
借
金
)
、
国
庫
補
助
金
な
ど
で
す
。

資
本
的
支
出
は
、

萱
瀬
ダ
ム
嵩
上
げ

工
事
、
導
水
管
の
布
設
、
坂
口
浄
水
場

の
改
良
工
事
な
ど
で
す
。
な
お
、
資
本

的
収
入
の
不
足
額
は
、
損
益
勘
定
留
保

資
金
で
補
填
し
て
い
ま
す
。

.:謹宅?

(平成10年 3月31日現在)

区 分 予 算 害責 執 {T 客員 執 行 率

収 収 入 14億6，712万円 15億392万円 102.5% 

益 支 出 13億9，892万円 13億1，638万円 94.1% 

的
差 ヲ! 6，820万円 1億8，754万円

資
収 入 17億1，443万円 16億8，646万円 98.4% 

本 支 出l 21億238万円 20億849万円 95.5% 

的
差 ヲ| ム 3億 叩5万円 | ム 3億2，203万円

経理の状況表 1

不
審
な
流
出
水
は
、
ご
面
倒
で
も

水
道
部
ヘ
司
こ
報
下
さ
い
。

合
印
1
1
1
1

(平成10年 3月31日現在)

項
平成9年度 平成8年度 上七 車交

事
(A) (B) 増減(A)-(B)比率(A)/(B)

1. 年度末給水人口 72，440人 71，930人 510人 1.01% 

2.年度末給水戸数 27，130戸 26，725戸 405p 1.02% 

3.年間総配水量 9，712，513rrf 9，340，226rrf 372，287ぱ 1.04% 

4. 1日最大配水量 31，246rrf 30，624ぱ 622 rrf 1.02% I 

5. 1日平均配水量 26，610rrf 25，590m 1，020 rrf 1.04% I 

6. 1人l日平均配水量 367e 356 e 1U 1.03% 

7.年間 有収水量 8，066，014rrf 7，926，433rrf 139，581 rrf 1.02% 

8. 1日平均有収水量 22，098rrf 21，716rrf 383 rrf 1.02% 

9. 1人l日平均有収水量 305 e 302 e 3e 1.01% 

10.有収率一((73一)) ×100 83.1% 84.9% ム1.8%

11. 帥 普及率一給11一水政人人一口口川 88.2% ム 0.8%

業務の状況表 2(3)企業債の状況

平成 9年度中の企業債借入状況は次のとおり

ですO

8年度末未償還元金… 57億 6，41 6万円

9 年度償還額…… 1億 3，91 4万円

9年度借入 額… 13億 8，68 0万円

9年度末未償還元金… 70 億 1，1 8 1万円

なお、償還に伴う利息は 3億 264万円です。

大蔵省
42億
2，531万円
(60.3%) 

※年間有収水量一料金徴収の対象となった年間の水量

※年間配水量一・年間の配水池-配水ポンプなどで配管に送り出された水量

※有収率…有収水量を配水量で除したもの
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CAMERA SPOT 

4/.ひろがれ!親ぼくの輪

三浦-鈴田地区合同の三鈴運動会が4月
19日、惣原運動場で行われました。この

運動会は、両地区の親ぼくと受流を目的

に開かれています。この日は、幼稚園

小学生-青年固などが参加。子供たちの

かけっこやゲームに大きな声援がこだま

していました。

41⑮キャンプ場オープン

新緑の野岳湖でキャンプ場開きが4月10日

行われました。このキャンプ場は、バンガロ

ー ・テン ト-温水シャワ一室などを備え、 毎

年多くの人々でにぎわっています。今年もぜ

ひ、野岳湖でキャンプを楽しんでください。

多良山系黒木登山口の山開

きが4月26日、黒木パス終点

前広場で行われました。式に

は、大村山岳会や地元町内会、

一般登山愛好者など約 100人

が参加。期間中の安全を祈っ

たあと、参加者らは新緑まぶ

しい多良山系へ向かいまし

た。

4/8まぶしい新緑の山ヘ

4/8とんだよゲはしったよゲ

子供会の親ぼくと交流を図り、活動を活発

にしようと「第38回大村市子ども大会」が4

@遺徳をしのぶ{義太夫祭

野岳湖を築造した深津儀太夫勝清翁の遺徳をしのぶ

「深津儀太夫祭」が4月13日、里子岳湖自然公園センター

で行われました。儀太夫翁は、捕鯨で財を築き、野岳

湖をはじめとして社会のために偉大な奉仕を行いまし

た。現在、湖畔はキャンプ場や市民の憩いの場となっ

ています。

少年達は再び海へ

森園公園再整備により撤去し

ていた像を、約 2年ぶりに空港

付近の海に面した森園公圏内に

設置しました。夜のライトアッ

プも行っています。
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41⑮大村湾架橋の実現に向けて

4月10日、「長崎県横断軸及び大村湾架橋シ

ンポジウムJ(主催:大村商工会議所)が大村

湾沿岸、西彼地域および上五島地域の関係者約

150人が出席して開催されました。

大村湾架橋は、長崎県における新しい地域連

携軸として、長崎県全域の活性化に大いに寄与

するものとして期待されています。

今回のシンポジウムは、県民の高揚と今後の

展開を図る上で、大蛮意義深いものとなりまし

た。

@市営植松アパート消防訓練

4月19日、市営植松アパートで消防署、地元

消防団第6分団および植松アパー ト町内会の合同

で建物火災消防訓練が行われました。訓練内容

は、町内会の非難訓練、消防署・消防団による

救出・救助および消火訓練で、それぞれ迅速に

行動していました。また、消防署の指導により 、

てんぷら油火災実験と消火器による初期消火訓

練もあわせて実施されまレた。

B
W
手
づ
く
り
の

叫
‘
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
登
場

供
の
家

5/8鯉のように元気で伸良く

5月5日の「子供の巴」にちなみ、 1目、甲斐田市長は、

光と緑の圏向陽寮・乳児院、大村子供の家を訪れ、紙芝

居やCD・子供用自転車などをプレゼントしました。市

長は「鯉のように元気に育ってください」と子供たちに

声をかけながら楽しいひとときを過ごしていました。

月26日、市営陸上競技場で行われました D

大会には、 17チーム約700人が参加。ボ ル
はこび・長なわとび競争 ジャンケンゲーム

などを楽しみました。

5/8自然にふれあいながら

5月3日から5日まで「野岳新茶まつり」が

ロザ・ モタ広場で開催されました O 会場に

は、新茶の試飲コーナーやミ二動物園、地

元の農産物の販売、バザーなどが開かれ、

多くの買い物客でにぎわっていました。

水
田
町
の
山
浦
政
喜
さ
ん
の
畑
を
整
地
し

て
作
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
広
さ

1
、
5
0
0
2
m
。
地
元
老
人
会
で
は
手
軽
に

ゴ
ル
フ
が
楽
し
め
る
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ほ
か
の
地
区
の
人
々
に
も
健
康
つ
く

り
ゃ
親
ぽ
く
な
ど
に
ど
し
ど
し
利
用
し
て
ほ

し
い
と
話
し
な
が
ら
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

福重地区では、 5月3日 4日、「福重れん

げまつり」が開催されました。会場では 、

ジャガイモ堀りゃいちご狩リを楽しむ人ゃ

れんげ畑で遊ぶ子供たちでたいへんなにぎ

わいを見せていました。
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| 随想リレー ③1
市
役
所

@ 

急

「は
い
、
大
村
市
役
所
で
す
」

私
は
、

一
日
に
何
度
こ
の
言

葉
を
繰
り
返
す
だ
ろ
う
。

電
話
交
換
の
仕
事
は
、
単
純

作
業
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
役
所
で
働
く
人
々
と
外
部

の
方
々
と
の
橋
渡
し
と
い
う
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

わ
ず
か
の
言
葉
だ
け
で
、
お

客
様
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
相
手
の
言
う
事
に
対

し
て
、
的
確
な
判
断
が
必
要
な

の
で
す
が
、
表
情
が
見
え
な
い

分
、
お
互
い
の
言
葉
不
足
の
た

我が家はネイチャークラブ

市内在住

大山美子さん

め
、
行
き
違
い
が
あ

っ
た
り
、

誤
解
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

時
に
は
、
感
情
的
に
な
ら
れ

心
を
痛
め
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

言
葉
だ
け
の
交
流
と
は
、
と
て

も
難
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

一
日
に
た
く
さ
ん
の
人
達
と

会
話
を
交
わ
し
ま
す
。
か
け
て

く
る
人
も
様
々
、
問
い
合
わ
せ

の
内
容
も
様
々
で
す
。

「今
日
は
、
何
月
何
日
で
す

か
ね
え
j
、
今
日
は
暑
か
ね
j
」

と
世
間
話
を
始
め
る
か
わ
い
い

ご
老
人
も
い
ま
す
。

電
話
に
出
る
な
り
、
怒
鳴
る

人
が
い
る
か
と
思
え
ば
、
け
た

け
た
笑
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
、
つ
い
そ
の
人

の
顔
を
想
像
し
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、

「ご
苦
労
さ
ま
、

お
つ
か
れ
さ
ま
」
と
優
し
い
言

葉
を
か
け
て
下
さ
る
方
に
出
会

う
と
、
大
変
う
れ
し
く
仕
事
に

も
精
が
出
ま
す
。

一
人

一
人
の
話
を
も
っ
と
ゆ

っ
く
り
聞
け
た
ら
・:
。
電
話
は

そ
ん
な
こ
と
に
は
構

っ
て
く
れ

ず
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
か
か
り

ま
す
。

忙
し
い
時
こ
そ
気
持
ち
の
い

い
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

心
掛

け
て
い
き
ま
す
の
で
、
電
話
に

出
る
な
り、

怒
鳴
る
の
だ
け
は

よ
し
て
く
だ
さ
い
ね
・

近頃の子供たちは 、公文だ 、スイミングだ、
お習字だと、学校以外でも結構忙しそう 。

でもわが家の子供たちは 、何にもやってい
ないので「うちはネイチャークラブだよ」と
言う事にしている 。

主人が海育ィちと、私が山育ちなものだから 、
暇さえあれば‘戸外へと繰り出すのです。

春はつくしんぼ摘みに始ま って、竹の子掘
り、つわ取り 、潮干狩り 。庭で花作りも始め
ます。夏はもちろん海。泳いだり、みなを取
ったり 、主人が取 って くれるサザ工で査焼き 、
取れたてのウニのおいしいこと|秋は 、どん
ぐりやしいの実、栗などの木の実拾い。

きれいな葉 っぱを 集めて絵を作 ったり 、つ
るを取 って リースやかごを編んだり 、竹で弓
矢も作 ったっけ。冬も天候が許す限り釣をし
たり 、たきびでr尭きいもつく ったりします。

楽しいから行くだけなんだけど 、考えてみ
れば、、生活科、理科、社会などの複合的な事

が遊びながら学べるんですね。
そして何より自然には命が満ちあふれてい

ます 。ある時は 、海で見つけてきた亀が死ん
でしまい、ぽろぽろ涙を流したこともありま
した 。 自然の由でごく自然に命の大切さを実
感し、自然を巣れ、愛し、守っていく人にな
って欲 しし ¥0

大村市国際交流員

ミゲル ・オ リベイラさん

に たい上 驚に しいのでの語 生をか学な てトとく雇 E業
大た 。か男第 き つ 来 た の 現 い 話 教私に教 。ばの コガてれ "--/をポ
事 か に性 一 まい日 。に 実 ま 題材は宅えもなでメルもまシ 3受ル
なが 美 まにして後 とにしが ド 、半 てつ く 「 ン で 奇 し じ と け

しで 花 71ぃ、 内ったあ 戸初 主くとてな トは妙た L、
ミも見 つ花 心い 。るつ心 買 だ役はぜす 、で 。漢と時

とこ か花と も見 思て私勺も 者旨さにい花る授しこ字勺 z 
疑と を見は 質、 つ書は L 用しいたけのの業たのを 三先 初
問去 話を F 問特 てけ、気元のが」つな名はに 。授教己生予

の 三Ed さに いば日づ 日 Zと言い前普対ポ業え葉 、
民h 主眠2 れ桜 まい本ぃ旦本 先葉のを通しルはてと qz
p そ p ー= 。 言吾
まん ま主そ アンユ フオルメ ンユ ドゥ アモーレ の

しな し ぺの AS FORMAS DO AMOR 授

た
。
そ
し
て
日
本
語
の
先
生
に
不
平
を

言
っ
た
こ
と
を
思
い
だ
し
、
私
自
身
が

異
文
化
に
寛
大
で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え

ま
し
た
。

し
か
し
、
「
桜
へ
の
熱
愛
」
に
つ
い

て
は
、
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

春
が
来
て
、
市
役
所
の
窓
か
ら
見
え

る
「
問
題
の
木
」
は
突
然
白
い
花
び
ら

を
つ
け
ま
し
た
。
あ
れ
は

一
体
何
だ
?

日
に
日
に
花
び
ら
が
成
長
し

-

て
い
っ
た
の
で
、
大
村
公
園

-

に
行
っ
て
、
私
に
と
っ
て
日

目

本
文
化
最
大
の
神
秘
を
解
き

圃

明
か
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。

国

そ
れ
は
、
聞
か
さ
れ
て
い

》』

国

た
と
お
り
、
大
変
美
し
く
私

聞

を
く
つ
ろ
が
せ
ま
し
た
。
満

?
』

圃回

開
の
花
を
た
た
え
た
桜
の

る

-

木
々
は
感
動
的
で
し
た
。

，ぇ

-

私
は
、
日
本
語
の
先
生
に

-

対
し
て
す
ま
な
い
と
思
い
ま

一五

回

{

-

し
た
。
桜
は
と
て
も
重
要
で
、

を

-

生
徒
は
学
ぶ
べ
き
で
し
た
。

、じ

由

来
日
し
て

9
か
月
経
っ
て
、

国

花
が
大
事
だ
と
い
う
日
本
人

目

の
感
覚
を
共
有
す
る
こ
と
が

国

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
花

園

と
同
じ
ぐ
ら
い
美
し
い
感
受

目

性
を
持
っ
て
い
る
日
本
人
の

圃

心
に
気
づ
き
ま
し
た
。

日
本
の
魅
力
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
に
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
は

花
見
以
上
に
日
本
人
観
察
を
好
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
桜
の
よ
う
に

一
年
の

う
ち

5
日
間
で
終
わ
る
も
の
で
は
な

く
、
至
る
所
で
年
中
行
え
る
の
で
す
。
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限
り
あ
る
資
疲
、

も
人
切
に
健
れ
い
ま
し
ょ

6月 1 日 ~7日は水道週間です。
大村市の水道は、大正15年に事業認可を受け、昭和3年3月に通水を開始しま

した。今年は通水開始から70年目を迎えましたが、この問、人口の増加等に対

応するため8回の拡張事業を実施し、現在第9回拡張事業として萱瀬ダム嵩上げ

や浄水場の拡張工事を行っています。

水道は、私たちの健康で文化的な生活を支える最も重要な施設ですが、その

資源である 「水」は限りある資源であり、節水 ・雨水利用など 「水jの有効活

用が今後の地域社会の健全な発展を目指す上で重要な課題となっています。

水道週間にあわせ、 次のとおり催しを行いますので、市民の皆様の多数のご

来場をお願pします。

[日時 6月7日 (日)、正午~午後4時 (パスツアーの受付は午前11時から)

[場所] 本町広場 (安永金物庖横)

{内容] ・節水器具、雨水利用システムの展示・紹介

・水道施設見学 (パスツアー)

〈コース〉萱瀬ダム→郡川砂防公園→坂口浄水場

〈定 員〉先着43人 (当日 、会場で整理券を渡 します)

・ヨーヨ一釣 り、 金魚すく いなどの出庖コ ーナー

そのイ也、水道あれこ れ相談コーナ一、きき水コーナー など

大村市指定給水装置工事事業者の指定!こついて

大村市において給水装置の工事を行う こと ができる工事事業者として、
次の とおり指定 しました。

大村市西大村本町398平成10年4月6日協和水道株式会社

平成10年4月6日大村市協和町776誠和工業株式会社2 

、q
J
A
U

平成10年4月6日大村市西本町479-39高瀬建設株式会社3 

平成10年4月6日大村市今津町1419-3株式会社竹松設備4 

平成10年4月6日

平成10年4月6日

大村市西大村本町368

大村市西三城町6-5

正真工業株式会社

西日本設備株式会社

5 

6 

平成10年4月6日大村市西三城町50共立水道有隈会社7 

平成10年4月6日大村市杭出津1丁目826-8有限会社大村設備工業8 

平成10年4月6日大村市久原1丁目574-5大光設備工業株式会社9 

平成10年4月6日大村市沖田町184-4一路組有限会社O 

平成10年4月7日諌早市永昌町4-21量祐設備株式会社

平成10年4月7日大村市竹松町728-1有限会社マツ シタ2 

平成10年4月7日長崎市柳奇町24-41三昌商事株式会社

水道部業務課管理係 Tel.53-1111問い合わせ

税

納
税
通
知
書

(軽
自
動
車
税
)

の
証
明
書
欄
は
車
検

の
納
税
証
明
と
し
て

利
用
で
き
ま
す

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
の
証
明
書

欄
は
、
軽
自
動
車
の
車
検
用
納
税
証
明

書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
領
収
印
の
な
い
も
の
や
標

識
番
号
を

「
*
」
で
消
し
て
あ
る
も
の

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
場
合

は、

6
月
中
旬
ご
ろ
に
振
替
済
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
の
で、

こ
の
通
知
書
を

軽
自
動
車
の
車
検
用
納
税
証
明
書
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
庶
務
係

(
内
線
1
2
5
)
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年

こ
ん
な
と
き
こ
ん
な
年
金

障
害
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加

入
中
に
ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
者
に
な
っ

た
と
き
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
給
資
格
は
?

O
障
害
認
定
日
(
初
診
日
か
ら
1
年
6

か
月
を
経
過
し
た
目
、
ま
た
は
そ
れ
以

内
に
症
状
が
固
定
し
た
日
)
に
、
政
令

で
定
め
ら
れ
た
「
l
級
」
ま
た
は

「2

級
」
の
障
害
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

O
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で

に
、
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
期

間
を
合
算
し
た
期
間
が
加
入
期
間
の

3

分
の
2
以
上
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
前
記

の
条
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
、
最
近

• ーー
第11回国民年金写真コンテス卜
入選川鶴正保さん (片町)の作品

の
1
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
け
れ

ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

級

害

一F
「
直

3
3
17

4土
〕
)
可

1
障
一ノ
よ
吉
1
1
1

4
(
(
F

級

害

一F
「
直

7
3
3

3
〕
〕
可

2
障
一ノ工
古
'
!
!

:
(
ぺ
F

O
生
計
を
共
に
す
る
子
が

い
る
場
合

は
、
こ
の
人
数
に
よ

っ
て
加
算
さ
れ
ま

す
。
子
と
は
、
時
歳
到
達
年
度
末
ま
で

の
子
、
ま
た
は
却
歳
未
満
で

1
級
・

2

級
の
障
害
の
あ
る
子
の
こ
と
で
す
。

円
λ
}
叶
ベ
d

ハH
U

0 
0 
0 
円

7 
6 

7
0
0
円

お
歳
前
に
障
害
者
に
な
っ
た
場
合
は
?

o
m歳
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
に
は、

初
歳
に
な
っ
た
と
き
に
障
害
の
程
度
が

「
1
級
」
ま
た
は
「
2
級
」
に
該
当
し

て
い
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

o
m歳
前
に
初
診
日
が
あ
る
場
合
、
本

人
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
(
加
入
し
て
い
た
)
人
が

亡
く
な

っ
た
と
き
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
て
い
れ
ば
、
残
さ
れ
た
遺
族
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

①
国
民
年
金
加
入
中
に
死
亡
し
た
と
き

②
国
民
年
金
の
被
保
険
者
だ
っ

た
人

で
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る

ω歳
以

上
白
歳
未
満
の
人

③
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
が
あ
る
人

④
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

(
お
年
)
を
満
た
し
て
い
る
人

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人
が
死
亡

し
た
場
合
は
、
死
亡
し
た
日
の
属
す
る

月
の
前
々
月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の

う
ち
、
保
険
料
納
付
期
間
と
免
除
期
間

を
合
算
し
た
期
間
が
3
分
の

2
以
上
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、
前
記
の
条
件
を
満

た
さ
な
い
場
合
は
、

最
近
の

1
年
間
に

保
険
料
の
未
納
が
な
け
れ
ば
支
給
さ
れ

ま
す
。問

問

U
山

受
給
で
き
る
遺
族
と
は
?

。
死
亡
し
た
人
の
子
供
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
る
妻

O
死
亡
し
た
人
の
子
供

※
ど
ち
ら
も
子
供
が
四
歳
に
達
す
る
日

の
属
す
る
年
度
末
(障
害
者
は
却
歳
未

満
)

第1子
第3子

第2子

2 
3 
0 

0 
0 
0 
円

7
6
7
0
0
円

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課
(
内
線
1

1
3
・
1
1
4
)

祉

おめでとう100歳
伊藤徳子 さん (水田町・ 明治31年4月

14日生まれ)が100歳を迎えられました。

甲斐田市長は4月14日、自宅を訪れ、

「元気で長生きすることは、いいことで

すね」と語り 、祝状・祝金など を贈 り、

長寿を祝いました。
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自宅

児
童
手
当
受
給
者
の
人
へ

現
況
届
を
6
月
中
に
!

児
童
手
当

(特
例
給
付
)
の
支
給
を

受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
6
月
中
に
現

況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
届
は
、
受
給
者
の
前
年
分
の
所

得
や
児
童
の
養
育
状
況
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
に
必
要
で
す
。

こ
の
届
を
提
出
さ
れ
な
い
と
6
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

・
児
童
子
当
現
況
届
(受
給
者
の
人
に

は
5
月
末
に
郵
送
し
ま
す
)

・
印
か
ん

・
平
成
叩
年
度
所
得
証
明
書

(平
成
日

年
1
月
2
日
以
降
に
大
村
市
に
転
入
し

た
人
の
み
)
※
平
成
日
年
1
月
1
日
に

居
住
し
て
い
た
市
町
村
長
が
発
行
し
た

も
のな

お、

別
表
の
日
程
で
各
出
張
所
で

も
現
況
届
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

月 日 場所

三浦
6月8日(月) 鈴田 出張所

萱瀬

6月9日(火)
福重

出張所
松原

6月10日(氷) 竹中公 出張所

6月11日(木) 西大村出張所

午前9時~午後4時

ロ
ハ目

付受提
出
・
問
い
合
わ
せ

(内
線
1
0
0
)

コ寸

j
田
作

土
寸付呂又

市
民
課
記
録
係



健
康

家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
の
予
防
対
策

衛
生
環
境
が
よ
く
な
っ
た
現
在
の
日

本
で
も
、
毎
年
食
中
毒
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時
期
に
入
り
暑
く

な
り
ま
す
の
で
、
家
庭
か
ら
食
中
毒
を

出
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

w

つ
。

。
食
中
毒
予
防
の
6
つ
の
ポ
イ
ン
ト

食
品
の
購
入

肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
は
新

鮮
な
も
の
を

・
消
費
期
限
に
注
意

・
肉

汁
や
魚
な
ど
の
水
分
が
も
れ
な
い
よ
う

に
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
・
購
入
し
た
ら
す
ぐ

持
ち
帰
る

家
庭
で
の
保
存

冷
蔵
や
冷
凍
も
の
は
す
ぐ
に
収
納

・
冷

蔵
庫
は
叩
度
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ

ス
日
度
以
下

・
詰
め
す
ぎ
に
注
意

・

肉
、
魚
、
卵
な
ど
を
扱
う
前
と
後
に
必

ず
子
指
を
洗
、
つ

下
準
備

台
所
を
清
潔
に

・
井
戸
水
は
水
質
に
注

意
を

・
十
分
に
手
洗
い
を
・
肉
、
魚
、

野
菜
の
調
理
が
ま
じ
ら
な
い
よ
う
包
丁

や
ま
な
板
を
使
い
分
け
る
と
安
全

・
解

凍
は
使
う
分
だ
け
に
し
、
冷
蔵
庫
か
電

子
レ
ン
ジ
で

調
理

十
分
に
加
熱
を
(
中
心
部
が
万
度
以
上
、

1
分
以
上
)

・
室
温
で
放
置
す
る
と
細

菌
が
付
い
た
り
、
増
え
た
り
し
ま
す
。

必
ず
冷
蔵
庫
へ
(
過
信
は
禁
物
)

食
事

清
潔
な
手
で
、
清
潔
な
器
具
と
食
器
を

使
う

・
温
か
く
食
べ
る
料
理
は
常
に
温

か
く
、
冷
や
し
て
食
べ
る
料
理
は
常
に

冷
た
く

残
り
物

沸
騰
す
る
ま
で
再
加
熱

・
時
間
が
経
ち

過
ぎ
た
ら
思
い
き
っ
て
捨
て
る

。
食
中
毒
予
防
の
3
原
則

食
中
毒
菌
を

「付
け
な
い

(
洗
う
)
、

増
や
さ
な
い

(
低
温
保
存
)
、

殺
す

(
加
熱
処
理
)
」

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課

内
線

4 

歯
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
せ
ん
か

H
無
料
で
歯
と
歯
ぐ
き
の
検
診
を
し
ま
す
H

お
い
し
く
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と

は
人
生
の
中
で
大
き
な
喜
び
で
す
。
市

で
は
私
た
ち
の
園
を
い
つ
ま
で
も
失
う

こ
と
が
な
い
よ
う
に
歯
周
疾
患
検
診
を

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
住
所
を
有
す
る
却
歳
以

上
の
人
。
た
だ
し
、
次
の
人
は
除
き
ま

す
。

①
事
業
所
な
ど
で
歯
周
疾
患
検
診
を
受

け
た
人
、
ま
た
は
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人

②
平
成
9
年
度
実
施
の
歯
周
疾
患
検
診

を
受
け
た
人

募
集
期
間

8
丹
羽
日
嗣

(
定
員
に
達

し
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

実
施
期
間

6
月
1
日
間

1
8
月
白
日
開

定
員

1
5
0人

料
金

無
料

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
1
)

ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う

H
正
し
く
理
解
す
る
週
間

6
月
幻
自

i
m
日
H

ハ
ン
セ
ン
病
の
か
つ
て
の
病
名
は

「ら
い
」
で
し
た
。
永
い
問
、
人
び
と

は

「ら
い
」
に
対
し
て
偏
見
と
差
別
を

も
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
次
第
に
正
し
く
理
解
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、

「ら
い
予
防
法
」
が

廃
止
さ
れ
、
ハ
ン
セ
ン
病
は

一
般
の
病

気
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
で
の
発
生
は
こ
こ
数
年
目
人

前
後
で
、
早
期
に
発
見
さ
れ
れ
ば
外
来

治
療
で
完
治
す
る
病
気
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る
偏
見
と
差

別
を
な
く
し
、

正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ

ヤつ
。

。
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て

.
遺
伝
は
し
ま
せ
ん

0

・
不
治
の
病
気
で
は
な
く
、

治
る
病
気

で
す
。

・
治
っ
た
あ
と
に
残
る
変
化
は
、
単
な

る
後
遺
症
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

・
伝
染
す
る
力
は
極
め
て
弱
い
病
原
菌

に
よ
る
慢
性
の
感
染
症
で
す
。

・
乳
幼
児
の
と
き
の
感
染
以
外
は
、
ほ

と
ん
ど
発
病
の
危
険
性
は
あ
り
ま
せ

レ
。

F
J
 

・
菌
は
治
療
に
よ
り
数
日
で
伝
染
性
を

失
い
、
軽
快
し
た
患
者
と
接
触
し
て
も

感
染
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
1
)

結
核
・
肺
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う

対
象

時
歳
以
上
の
市
民
(
た
だ
し、

学
校

・
職
場
な
ど
で
定
期
検
診
を
受
け

ら
れ
る
人
、
結
核
治
療
中
の
人
、
妊
婦

を
除
き
ま
す
)

期
間

7
月
6
日
∞
i
m
日
肘

内
容

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
(
全

員
)
・

問
診

(ω歳
以
上
)
・
略
疾
検

査
(
問
診
に
よ
り
指
示
さ
れ
た
人
)

・
健
康
相
談
、
血
圧
測
定

料
金

無
料

そ
の
他

羽
歳
以
上
の
人
は
健
康
子
帳

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
会
場
、
時
間
な
ど
詳
し
く
は
広
報
お

お
む
ら
7
月
号
と
同
時
に
チ
ラ
シ
を
全

戸
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
1
)

三鈴運動会
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みんなの
健康

整
形
外
科
の
今
昔

大
村
市
医
師
会

貞
松
病
院

白
(
松

繁
明

十
年
一
昔
と
申
し
ま
す
が
、

整
形

外
科
の
目
に
は
、
こ
こ
数
年
極
端
な

様
変
り
を
強
く
受
け
て
い
ま
す
。

三
十
余
年
前
の
開
院
時
は
、

腰
痛

の
患
者
さ
ん

は
、
農
作
業

な
ど
長
い
重

労
働
を
続
け

ら
れ
た
結
果
、

「
糖
尿
病
と
仲
良
く

付
き
合
う
法
」

大
村
市
医
師
会

中
村
医
院

中
村
ま
す
み

生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
と
、
個
人

の
持

っ
て
い
る
遺
伝
的
素
因
、
そ
れ

に
環
境
の
要
因
が
重
な
り
合
っ
て
お

i
s

こ
る
疾
患
を

「
生
活
習
慣

病
」
と
言
う

よ
う
に
な
り

ま
し
た

が、

脊
椎
の
変
形
が
強
く
、
若
い
人
は
、

重
い
物
を
持
ち
上
げ
る
作
業
等
で
起

こ
る、

ぎ
っ
く
り
腰
で
し
た
。
子
術

も
骨
折
が
大
部
分
で
、
大
き
な
骨
、

例
え
ば
太
も
も
の
骨
や
腕
の
中
心
部

の
骨
折
で
、
手
関
節
・
手
指
な
ど
の

複
雑
骨
折
の
大
き
な
手
術
が
多
か
っ

た
。
現
在
で
は
、
大
き
な
骨
の
骨
折

よ
り
も
、
末
梢
の
負
傷
が
多
い
。
こ

れ
は
子
供
に
も
見
ら
れ
る
。
外
で
元

気
に
遊
ば
な
い
た
め
か
、
些
細
な
事

で
足
関
節
の
捻
挫
、
手
指
の
末
梢
の

怪
我
が
多
い
。
し
か
も
、

骨
折
が
以

前
は
士
一j
四
週
間
で
き
れ
い
に
骨
も

つ
な
が
っ
て
い
た
が
、
今
は
骨
の
出

来
が
悪
く
、
特
に
、
市
街
地
と
田
舎

糖
尿
病
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
日
で
は
、
血
管
障
害
に
よ
る
合

併
症
が
最
大
の
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、
放
置
し
て

進
行
す
る
と
網
膜
症
に
よ
る
失
明

や
、
腎
症
に
よ
る
人
工
透
析
、
閉
塞

性
動
脈
硬
化
症
に
よ
る
壊
痘
な
ど
、

典
型
的
終
末
像
に
至
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
合
併
症
は
、

最
初
か
ら
急
速
に
進
行
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
場
合
、
糖

尿
病
と
診
断
さ
れ
て
か
ら
、
十
年
、

二
十
年
と
い
う
時
間
が
た
つ
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
期
間
を
ど
の

よ
う
に
過
ご
す
か
が
、
大
切
な
分
か

の
格
差
が
大
き
い
よ
う
な
気
が
す

る
。
外
で
遊
ば
な
い
た
め
か
、
食
べ

物
の
せ
い
か
、
は
っ
き
り
と
は
し
な

い
が
、
治
療
し
な
が
ら
ふ
と
考
え
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
化
に
伴
い
、
最
近
は
骨
粗
懸

症
の
患
者
が
多
く
、
そ
の
た
め
脊
椎

の
圧
迫
骨
折
と
い
う
骨
が
つ
ぶ
れ
る

病
気
や
、
体
重
の
増
加
等
で
膝
関
節

の
痛
み
を
訴
え
る
人
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
骨
の
量
も
少
し
の
減
り

方
で
は
な
く
、
同
年
齢
者
の
正
常
値

1
0
0
%
に
対
し
、
切
%
以
下
の
患

者
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

太
も
も
の

つ
け
ね
の
骨
折
、
脊
椎
の

圧
迫
骨
折
、
手
の
関
節
付
近
の
骨
折

れ
道
と
な

っ
て
く
る
の
で
す
。

近
年
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
糖
尿

病
患
者
で
、
七
年
程
度
の
追
跡
調
査

が
行
な
わ
れ
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
良
好
に
保
つ
こ
と
に
よ
り
合
併
症

の
発
症
予
防
、
進
展
阻
止
が
証
明
さ

れ
ま
し
た
。

即
ち
良
好
な
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
出
来
て
い
れ
ば
、
健
康
な
人
と
変

わ
り
な
い
人
生
を
送
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
厄
介
な
病
気
だ
、
恐
ろ
し

い
病
気
だ
と
悲
観
的
に
な
る
必
要
は

な
く
、
積
極
的
に
糖
尿
病
と
向
か
い

合
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

と
い
っ
て
も
、
長
い
付
き
合
い
と

な
り
ま
す
の
で
、
制
限
ば
か
り
で
は
、

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
手
足

の
シ
ビ
レ
、
歩
行
困
難
が
あ
り
、
自

分
で
食
事
が
出
来
な
い
人
な
ど
、
他

に
疾
患
が
な
け
れ
ば
鈎
j
m
w
歳
近
く

で
も
手
術
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
最
高
齢
で
1
0
2
歳
の
骨
折
の

手
術
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
高
齢
者
が
子
術
で
良
く

な
っ
て
も
、
核
家
族
等
々
家
庭
の
事

情
で
帰
れ
な
い
ケ
l
ス
も
多
く
で
て

い
ま
す
。
医
療
は
高
度
に
な
り
、
こ

れ
か
ら
は
こ
の
様
な
ケ
l
ス
が
急
速

に
増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の

対
策
と
し
て
高
齢
者
の
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
l
の
必
要
を
痛
感
し
ま
す
。

途
中
で
脱
落
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
基
本
の
食
事
療
法
や
運

動
療
法
を
、
出
来
る
だ
け
自
分
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
行
え
る

よ
う
、
専
門
医
と
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
少
な
く
と
も
月

一
回
は

必
要
な
検
査
を
受
け
、
医
師
に
軌
道

修
正
を
し
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。
最

近
は
、
手
軽
な
検
査
で
状
態
の
把
纏

が
、
か
な
り
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

一
病
息
災
糖
尿
病
を
予
防
す
る

こ
と
が
、
他
の
成
人
病
の
予
防
に
も

な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

。

ホ
リ
デ
イ
保
育

日
曜
日
・
祝
己
な
ど
に
、
冠
婚
葬

祭
へ
の
出
席
、
ま
た
は
、
就
労
な
ど

家
庭
で
保
青
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

就
掌
前
の
兜
童
(
離
乳
が
完

3
前
の

児
童
を
除
き
ま
す
)
を
保
育
す
る
も

の
で
す
。

O
実
施
保
育
所

。
実
施
日

6
月

O 
22-

新
城
保
青
園

14 
B 

21 
日

7
巳

お
日

7
月:・

5
日
・
ロ
日

・
円
白

川

ω
日

・
お
日

O
保
育
時
間

午
前

8
時
ぬ
八
刀
j
午
後

5
時

O
保
育
料

1
臼

1
、

5
0
0
円

。
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
城
保
青
園
(
2
2

4
1
3
2
)

は
日
前
か
ら
2
日
前
ま
で
に

三種混合・麻しん・風しん・日本脳炎

予防媛穫実施申!

お子様の体調の良い時に受けられるよう、年間

を通じて実施しています。

詳しくは「健康のしとりと国民健康保険Jをご

覧ください。

※日本脳炎は、 9月30日までの実施となります。



~~シーハットイベント情報 1 
シーハットの応援団に入りませんか

“シーハットクラブ"会員募集中グ
年会 費

特 典

会員期限

申し込み
問い合わせ

間人…2，000円 法人…10，000円
①シーハットおおむら自主事業のチケット優先予約
②自主事業のチケ ット10%引
(1公演に付き個人2枚まで、法人10枚まで)

③シーハットおおむらの情報を満載した
「シーハット通信J (隔月発行)をお届けします。

入会時一平成11年3月31日
※いつでもご入会いただけますが、途中入会
の場合も期限は平成11年3月31日です。

※入会方法については下記までお問L冶合わせくださ L、
(財)大村市振興公社シーハッ トクラブ係 (ft③7200)

8/23 (日)13: 30開場 ・14: 00開演

雲仙普賢岳災害復興祈念チャリ ティー コンサー ト

楠声会合唱団演奏会
100名近いメンバーによる重厚で

ハイレベルな男性合唱。

[会場]シーハ ットおおむら さくらホール

[チケ ット料金] (税込み・全席指定)
一般...1，000円、会員...900円

[前売り開始]

会員…6月1日(月)、 一般…6月8日(月)

サウ ンド料理人宮川泰が贈る、楽しいト ークと音楽の世界
ポップスからジャズ・ラ テンまで

おおむら夢サウンド

8/29土 18: 00明場・ 18: 3c/9;r~ 
[会場}シーノヤノトお4さむう さく Lオ〆

{チケノトれ金] 税込み・全廃指定
-i~9:. .4000円全員..3.6つC円

["it:売り開始]

会長…6月8ヨ{弓)、一駐..6R15日月

Tel.20・7200(9:00-17:00) 

{下記でもチケ J 卜取扱 します]

市役所文化課・市役所各出張所・市民会館 ・図書館・ コミセ ン
大村浜屋・ ジャス コ大村庖・ 工ムスモリタケ

中央公民館

講座のご案内

申込方法 往復はがきに、住所・氏名・年齢・性別・電話番号

希望する講座名を 1つ書いて申し込んで くださ し'0
結果は開講の1週間前までにはが きで連絡 します。

申し込み・問い合わせ 中央公民館
申込期限 6月12日 (金)必着

受講 料 無料 (教材費は実費)〒856-0832 本町413-2 (コミセン)Tel.54-3161 

-・E置理E翠・・E-・・・・I*l菌 -・E週・E置・・EEヨE霊園置君置冨冨彊
福祉や健康、時事問題などの学習をと 7月23日~平成11年3月11日

高齢者 (60歳以上)
高齢者大学 おして高齢者の生きが‘いや仲間づくり 毎月第4木曜日

120人
各専門講師

を学びます。 13 : 30~15 : 30 

さまざまな分野の専門の話を聞き、生
7月13日~平成11年3月8日

市民雑学セミナー き生きとした人生を共に学びます。
毎月第2・4月曜日 成人男女 30人 各専門講師

19 : 30~21 : 00 

家庭教育学級
母、妻、姑として子育てか ら老後まで、

7月14日~平成11年3月9日

「女性の生き方を語る」 女性を教育、文化の視点、で、語りましょう。 毎月第2・4火曜日 成人男女 30人 各専門講師

10 : 00~12 : 00 

大村の方言を大切にし、方言の持つ温
7月 27 日 ~11 月 30 日

大村の方言で語る かさと懐かしさを大村弁で語りましょう。 毎月第4月曜日 成人男女 20人 市内の有志

13 : 30~15 : 30 

さまざまな国の社会や風土、女性や子 7月12日~平成11年2月14日
成人男女 アジア、中南米等

身近な国際協力 どもたちの暮らしを知り 、身近な国際 毎月第2日曜日 親子でも可 20人の留学生
理解の輪を広げ‘ます。 10 : 00~12 : 00 

長谷川集平 絵本作家、長菅川集平さんの絵本にま 7 月 5 日 ~12月 6 日
成人男女

「絵本の学校」 つわる話を中心に絵本の魅力とロマン 毎月第1日曜日 親子でも可 30人長谷川集平
を学びます。 13 : 30~15 : 30 

多忙な日常生活の中において、心の潤 7月22日~平成11年2月24日

クラシックコンサー卜 いを求めてクラシ ック音楽の世界へ案 毎月第4水曜日 成人男女 30人 公民館主事
内します。 19 : 00~2 1 : 00 

各講座の開講は、 7月1日の コミュニテ ィセンター (シーハ ッ トおおむら内)開館以後になります 3

6月14日(日) までは現在地を使用します。コミュニティセンターが l 
シーハットおおむら内に移転 1
7月1日(水)より使用開始 l 

06月 15 日 ( 月 ) ~30 日 (火) の期間は 、 新コミセンへの引越し・開館準備の
ため休館します。

一般の使用の申込は、 2か月前から受け付けます。

一←23



花しようぶまつり
6/7圃 午前11時~

大村公園内(南堀、板敷き櫓周辺予定)

必雨天中止

花まつりプレゼント
※ミス大村が花しょうぶをプレゼント

郷土芸能 (黒丸踊)披露・太鼓の演奏・野点
など楽しい催しものがいっぱいですc

場所

内容

(ng3605・g3375)

6月7日(日)、午前9時30分~午後2時
当日雨天の場合、 6月14日(日)に順延
大村公園内 (藤棚広場)

花と公園

幼児・小・中学生
自由
画用紙は無料配布します。

画板はできるだけ持参してください。

問い合わせ 商工会議所青年部 (fi②4222)

市観光協会

第10回花の街スケッチ大会

日

問い合わせ

時

受 付
テーマ

対象
画材

お客様駐車場

下ヰ

大村公園

/陸¥
I J: I 

li j 

r
p
 

助
ン

補

ラ月
ノ

同

所

一

役

一

市

川
川
叫
盟
問
川
川
川
川
叫
門
川
凶
「川
い
仰
い
刊

MM
川
川

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

7

シ
ー
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら

こ
i
f

t
「

t

1

j

i

l

l

i

i

!

J

S

一フ

一

-
4
h
t

一

一ス

ァ5
月
初

・
引
日

・
6
月
6
・
7
・
口
・
昨
日

一レ

の
み
利
用
で
き
ま
す
。 ボ

ー
ト
場
駐
車
場

第16閤菖蒲祭り俳句大会

日時 6月7日(日)、午前10時~
会場市役所大会議室

投句数当日吟~3句
参加費 1，000円
問い合わせ 大村市文芸協会

俳句部会川崎 (fi;J2斗200)

おおむら奮頭総踊り獲六纂義
だれでも踊れる「おおむら音頭」

楽しく元気な「夢まつりJ (新吾頭)
クラスのみんなと、子ども会で、ご町内で、会社の同僚と、

みんなで踊れば楽しさも倍増。

年齢、性別間いません。踊りやすい服装でご参加ください。

量募集期限 7月15日(水)

※新音頭「夢まつりJおよび「おおむら音頭jのCDは、
事務局にお問い合わせください。

夏越堤灯由鐘のひき季募集

暑い夏に血をたぎらせ、いきでいなせにハ ッピをはおり、

まつり場で声を上げ、勇社に山笠をひく …

真夏の思い出のーっとして多くの皆様の参加をお待ちしています。

親子、グループ、同窓会、友人などでの参加を大歓迎します 3

.定員 300人(年齢・性別は聞いません)

・募集期限 6月30日(火)

-24-

おおむら夏越まつり協賛会 (fi②2580)問い合わせ



{
之
勺
(
)
力
三
〉
寸
{

(

)

Z

空
白
の

5
分
間
に

適
切
な
応
急
手
当
を
!

普
通
救
命
講
習
案
内

市役所

ft53・4111(代表)

大
村
消
防
署
(
岱
②

4
1
3
8
)

「呼
吸
を
し
て
い
な
い
」「
心
臓
が

動
い
て
い
な
い
」
な
ど
の
傷
病
者
に
対

し
て
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
処

置
の
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、

救
命

率
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

日
時

6
月
U
日
町
、
午
後
1
時
1
4

時
加
分

場
所

大
村
消
防
署

対
象

一
般
市
民

定
員

初
人

申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙
(
大
村
消
防
署
ま
た

は
宮
小
路
分
署
に
あ
り
ま
す
)
に
記
入

の
う
え
、
大
村
消
防
署
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

6
月
7
日

目
、
午
後
5
時
ま
で
(
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
)

銃
砲
万
剣
類
登
録
審
査
会

;;;;;;; 県

??13 
6 1 問、

ji1118 
o 0 

9 
.大に

市中!T 
文警 8
化 察 2
課署 6

日
時

6
月
8
日
間
、
午
後
1
時
1
3

時

場
所

長
崎
県
県
北
振
興
局
(
佐

世
保
市
木
場
田
町
)

持
参
す
る
も
の

①
当
該
銃
砲
万
剣
類

②
万
剣
類
発
見

届
出
済
証

③
申
請
者
本
人
の
印
か
ん

(
認
印
可
)

④
登
録
証
交
付
手
数
料

:
i件
5
、
9
0
0
円
・

登
録
証
再
交

付
手
数
料

:
i件
3
、
0
0
0円

第
情
回

教
育
講
演
会

坂
元
(
包
@
2
0
9
2
)

安
永
(
宮
③
2
1
7
5
)

日
時

6
月
ロ
日
倒
、
午
後
6
時
鈎
分

場
所

市
民
会
館

演
題

さ
つ
ま
大

使
は
笑
売
人

「ば
っ
ば
ん
(
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
)
か
ら
の
お
く
り
も
の
」

講
師

三
遊
亭
歌
之
介
(
独
演
会
)

入
場
料

l
、
0
0
0
円

(
高
校
生
以
下
無
料
)

第
氾
回
大
村
市
合
唱
祭

市
コ
ミ
セ

ン

(岱
⑪
3
1
6
1
)

日
時

6
月
日
日
間
、
午
後
零
時
加
分

会
場

市
民
会
館

入
場
料

3
0
0円

歩
鳥
短
歌
会

短
歌
初
。
者
講
座

東
本
町

l嶋 3〒

崎 48 
重 25 
八 I 6 
~ 2 I 
fi 0 
② 8 
2 3 
9 1 
6 
4 

日
時

毎
月
第
1
・
第
3
木
曜
日
、
午

後
6
時
j
8
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ

ー

受

講
料

無

料

講

師

嶋

崎

重

八

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、
住

所

・
氏
名

・
年
齢

・
性
別
・

電
話
番
号

を
記
入
し
て
6
月
日
日
刊
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
叩
年
度
調
理
師
試
験

長
崎
県
県
央
保
健
所

総
務
課
(
包
②

3
3
0
4
)

期
日

7
月
辺
日
同

場
所

長
崎
会

場
・:
長
崎
県
歯
科
医
師
会
館

・
長
崎
県

6長 総

事研ま ?E皇
業究 t)(， 日直祉

助開立 句)安ぢ
度発度 2語?
晶人 伺)¥聖位

材 墨器
密 付会
蔵 期 場

間

側
九
州
・
山
口
地
域
企
業
育
成
基

金
(
略
称
キ
ュ

l
テ
ッ
ク

)
(
2

0
9
2
7
6
1

0

4
4
8
)
 

技
術
指
向
型
中
小
企
業
が
行
う
産
業

経
済
の
発
展
と
国
民
生
活
の
向
上
に
役

立
つ
新
技
術
、
新
製
品
な
ど
の
研
究
開

発
お
よ
び
人
材
育
成
に
対
し
て
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。

対
象
九
州
・
山
口
地
域
内
の
中
小
企

業

(
個
人
企
業
を
含
み
ま
す
)

で
、
原

則
と
し
て
、
創
業
後
叩
年
以
内
、
ま
た

は
新
事
業
進
出
後
日
年
以
内
の
企
業

助
成
内
容
お
よ
び
助
成
額

研
究
開
発

助
成
金
・:
調
査
研
究
費
・
設
計
費
・
試

柳
田
邦
男
著

著者の次男の生と死について綴った 『犠牲
(サクリ フアイス )Jに読者から寄せられた

感想、は、それぞれの人生が投影された重いも
のだった。その一部を紹介し、次男の生と死、
著者自身の心の旅についても語った、続編と
もいえる書。

「
『
犠

牲

(サ
ク
リ
フ
ア
イ
ス
)
』

へ
の
手
紙
」

;議牲Jぺめ子紙

柳1I1!1'リJ

験
費
・
試
作
費
お
よ
び
設
備
費
等

一

企
業
5
0
0
万
円
以
内
で
研
究
開
発
対

象
費
用
の
2
分
の
l
以
下
、
人
材
育
成

助
成
金
・
・
・
大
学
お
よ
び
公
立
研
究
機
関

な
ど
へ
企
業
の
研
究
員
を
出
向
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
授
業
料
、
研
究
費
お
よ

び
そ
の
付
帯
費
用
等

一
企
業
1
0
0

万
円
以
内
で
、
出
向
研
究
に
必
要
な
費

用
の
2
分
の
l
以
下

募
集
期
間

8
月
旦
日
叩

お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

中
地
区
公
民
館
(
岱
(⑪
1
3
7
6
)

お
り
が
み
で
ド
ラ
え
も
ん
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
ア
ニ
メ
を
折
り
ま
す
。
申
し
込
み
不

要
。
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

6
月
日
日
出
、
午
後
2
時
1
4

時

場
所

中
地
区
公
民
館

参
加
費

一
人
日
円

持
参
品

は
さ
み

・
ポ
ン
ド

明日に手紙を (赤川次郎著)/我に策あリ
小説 坂本龍馬 (加来耕三著)/密告 (真保
裕一著)/鬼突死語 [きこくしたん] (高橋
直樹著)/ママは決心したよ ぺイリー
ホワイ 卜著)/デスペレーション (スティー
ヴン ・キング著)/ゴールの情景 (倉本聡著)
/旗本フライパン (斉藤洋著)/さよならブ
ラックバー ド (景山民夫著)/自立する老後
のために (高見津たか子著)/暗い森 神戸

連続児童殺傷事件 (朝日新聞大阪社会部編)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。
どうぞ、ご利用ください。

FAXg 2457) 市立図書館 (包問い合わせ
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市役所

ft53・4111(代表)

国
家
公
務
員
採
用

m種

試
験
(
高
卒
程
度
)

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験

係

(
8
0
9
2
1
4
3
1
1
8

1
7
3
)
 

人
事
院
で
は、

一
般
官
署
、
郵
便
局
、

税
務
署
等
の
初
級
係
員
を
採
用
す
る
た

め
の
試
験
を
行
い
ま
す
。

資
格
昭
和
臼
年
4
月
2
日
(
郵
政
区

分
は
昭
和
必
年
4
月
2
日
、
税
務
区
分

は
昭
和
お
年
4
月
2
日
)

j
昭
和
同
年

4
月
1
日
生
ま
れ

の

人

第
1
次
試
験

日

9
月
6
日
目

申
込
期
間

6
月

μ
日
制
j
7
月
1
日
附

一一一樹
耕一

一ト
一会一

志
画
一

日
嗣
一

一配子
(一

一榔
親
一一

同

Z
『
勺
(
)
一

N
T一
〉
~
寸
「
「

)
Z

成
人
大
学
講
座
受
講
生

社
会
教
育
課
(
内
線
3
6
8
)

(
玖
島

一
丁
目
お
番
地
)

①
趣
味
の
家
庭
園
芸
講
鹿

対
象

成
人
初
人
(
抽
選
)

期
日

6
月
初
日
j
平
成
日
年
1
月
幻
目
、

第
1
・
第
3
土
曜
日
を
中
心
に
叩
回

時
間

午
後

1
時
却
分
j

4
時
加
分

場
所

大
村
城
南
高
校

内
容

菊
作

市 コミセン

西大村コミセン

おおきなかぶ

ごんぎつね

6/13(土)

(アニメ 20分)

(アニメ 12分)

(アニメ 12分)

(アニメ 12分)

り
を
中
心
と
し
て
、
今
話
題
の
ハ

l
ブ

の
繁
殖
法
、
野
菜
、
鉢
物
、

パ
ン
納
つ
く

り
ま
で
、

幅
広
く
学
習
で
き
る
講
座
で
す
。

材
料
費

本
人
負
担

②
た
の
し
い
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

対
象

成
人

ω人
(
抽
選
)

期
日

6
月
日
日
1
7月
U
日
毎
週
火

・
金
曜

日
の
全
日
四

時
間

午
後
7
時
1
9

時

場
所

大
村
工
業
高
校

教
材
費

3
、

0
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
)

内

容

ま

っ
た
く
の
初
心
者
を
対
象

に
、
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
プ
ロ
機
能
(
ワ

ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
)
を
楽
し
く
学
習
す

る
講
座
で
す
。

※
①
②
と
も
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

・
性
別

・
講

座
名
を
記
入
の
う
え
社
会
教
育
課
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

6
月
日
日
附
必
着

もう加入しましだか?

市民交通傷害保険
5月加入者 440円

6月加入者 400円
掛金 1口
吋人2口ま ~2

| …せ3222242線側

場所
ヤマハポンド (市役所横埋め立て地)

品ν~師
湾カップイカタレース

[一般の部}
参 加 長 5，000円 (保険料を含みます)

※制作準備金と して1万円を支給します。
6 月 1 日 ( 月 ) ~25 日 (木)
※先着20艇で締め切ります。

安規定内の自作によるイカダに1チーム4人以上の乗船で
仮装およびタイムレースによる総合得点制とします。

[ ，]'学生の部}
参加費 無料イカダ貸与
募集明間 6 月 1 日 ( 月 ) ~25 日 (木)

※先着10艇で締め切りま す。

女1チーム8人以下で行うタイムレース

募集;有問

今年も大村湾の「環境と観光Jを考える 「よみが
えれ琴の海湾CUP'98 inおおむら」を開催します。
市民の皆さんにも っと、大村湾を知り親しんでい

ただくため、今年度も 「湾カ ップイカダレースJr環
境観察クルージンク」を実施します。市民の皆さん
のご参加をお願いします。

環境観察クルージ/11
内 容 大村湾内の各ポイン卜で、水質検査

および環境観察セミナー
小学生とその保護者

50人 (定員にな り次第締め切ります)

500円

6 月 1 日 ( 月 ) ~25 日 (木)

募集対象

募集定員

参加費

募集期司

6
月
1
日
は
「
電
波
の
日
」
で
す
。

電
線
制
用
保
護
旬
闇

不
法
無
線
局
の
根
絶
を
め
引
き
し
て

電話番号を

26-

1 0 : 00 ~ 11 : 00 
14 : 00~15 : 00 

(アニメ21分)

(アニメ 21分)

ランボーのあぶないいたずら(アニメ 16分)

6/13(土) 中地区公民館 10: 00~11 : 00 

名犬物語

狐森
こじき て

乞食のくれた手ぬぐい

O蛸八長者

大村商工会議所青年部
干856-0826 三城町6-1 Te1.53-4222 

往復はがきに、氏名 全埠・住所
記入のうえお送りくださいc国璽軍

{電
波
法
}
と
い
う
ル
ー
ル
を
守
り
、
き
れ
い
な
電
波
環
境
を
つ
く

リ
ま
し
ょ
う
。



市役所

ft53-4111 (代表)

市臨時職員・パート職員登録者募集
園申込方法

市販の履歴書に写真貼付のうえ、免許証または
資格証明書のコピーを添付して人事課まで申し
込んでくださし ¥0 申し込みの際、簡単な面接を
行いますので、書類は本人が持ってきてください。

園勤務場所・職種

。市立保育所 (パート職員)
[職種}保母

。健康増進課 (パート職員)
{職種}保健婦(士)、看護婦(士)、理学療法士

。市立病院 (臨時職員)
[職種}看護婦(士)、准看護婦(士) 随時-申し込み

・問い合わせ

第

2
回

大
村
ふ
る
さ
と
産
畠
新
作
震

大
村
商
工
会
議
所
大
村
ふ
る
さ

と
産
品
新
作
展
実
行
委
員
会
(
包

@
4
2
2
2
)
 

人事課 (内線272)

開
催
期
間

9
月
四
日
出

・
初
日
制

作
品
の
範
囲

主
と
し
て
大
村
で
製

造
・
加
工
さ
れ
た
も
の
で
、
販
売
ま
た

は
販
売
予
定
の
も
の
。
た
だ
し
、
平
成

8
年
1
月
以
降
に
商
品
化
さ
れ
た
新
商

品
、
ま
た
は
改
良
商
品
で
あ
る
こ
と
。

農
林
水
産
加
工
品
・

菓
子
類
・
民
工
芸

品
、
装
身
具
な
ど
募
集
期
間

7
月

1
日
制

1
8
月
白
日
叩

出
品
料

1
品
3
、
0
0
0
円
(
複
数

出
品
も
可
)

市内にお住まいの人

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

(包
(⑪

1
3
5
1
)

平
成

ω年
度

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
受

講
笠

E住居要件

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
関
心
が

あ
る
方
、
き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
い
方
、

様
々
な
体
験
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間

6
月
日
日

1
7
月
日
日
、
毎
週

火
曜
日
(
全

5
回

)

時

間

午

前

日

時
l
正

午

場

所

福

祉

セ

ン

タ

ー

定
員
お
人
(
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
)
参
加
費
無
料

和
紙
ち
ぎ
り
絵
会
員

山
口

(宮

@
4
7
0
2
)

和
紙
を
指
先
で
ち
ぎ
っ
て
貼
る
簡
単

な
手
法
で
絵
画
表
現
が
で
き
ま
す
。
初

心
者
の
方
で
も
子
軽
に
は
じ
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

定
例
日

第
3
土
曜
日
、
午
前
9
時
加

分
j
午
後
零
時
加
分
会
費

1
、
0

0
0
円
講
師
福
間
雅
世
先
生

市
民
ブ
!
ル
ア
ル
バ
イ
ト

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6

期
間

7
月
5
日
間

1
9
月
6
日
間

条
件

一
般
ま
た
は
大
学
生
・
泳
げ
る

人
で
体
力
に
自
信
の
あ
る
人
・
長
期
継

続
勤
務
で
き
る
人

・
自
宅
が
市
内
に
あ

る

人

定

員

ω人
程

度

内

容

プ

ー
ル

業
務
全
般

・
早
出
、
遅
出
体
制

申
込
方
法

履
歴
書
を
持
参
、
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

海
水
浴
場
監
視
員
ア
ル
バ

イ
ト

観
光
課
(
内
線
2
4
2
)

期
間

7
月
日
日
同

j
8
月
日
日
間

※
休
日
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

・
期
間
に

つ
い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

時
間

午
前
9
時

i
午
後
6
時
初
分

勤
務
地

三
浦
海
水
浴
場

・
松
原
海
水

浴

場

内

容

海
水
浴
客
の
監
視
、
場

内

清

掃

な

ど

条

件

目

歳
以
上
の
男

子
で
泳
げ
る
人
・
勤
務
地
ま
で
通
勤
可

能
な
人

民謡建議議議場鍾彊藤醤盤-二週圃圃園

小
・
中

・
高
校
生
の
た
め
の
霞
際
安
涜

「
喬
少
年
国
際
交
流
キ
ャ

ン
プ
」
参
加
者

側
国
際
青
少
年
研
修
協
会
(
干

1

6

0
1
0
0
0
4

東
京
都
新
宿

区
四
谷

2
!
日
大
村
ビ
ル

3
F
2

0
3
1
3
3
5
9
8
4
2
1
)
 

対

象

小

学
4
年
生

1
6
年
生
、
中
学

1
年
生
l
高
校
3
年

生

定

員

小

学

生
1
9
0
人
、
中
学
・
高
校
生

1
5
0

人

期
間

7
月
辺
日

ω
lお
日
出

※
出
発
地
に
よ
っ
て
は

7
月
乱
日

ω出

発
に
な
り
ま
す
。

場
所

小
学
生
:
・

静
岡
県
朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
(
朝

霧
高
原
)
、
中
学
・
高
校
生
:
・
山
梨
県
本

栖
湖
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
費

用

出

発
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す
(
福

岡
発
着
小
学
生
・

:
6
万
2
、
0
0
0

円
、
中

・
高
生
・

:
7
万
7
、
0
0
0
円
)

締
め
切
り

7
月
3
日
幽

説
明
会

6
月
幻
日
間
、
午
後
3
時
加
分
1
5
時

福
岡
朝
日
ビ
ル

第1回(平成8年度)大村ふるさと産品新作展最優秀グランプリ受賞

ぷ付め図困園園 長崎県産の新鮮なひじきを素材として、小麦粉とうまく組み

合せたヘルシーな麺です。ほのかな磯の香りとコシのある食

感、滑らかなのどごしが得られるつけ麺タイプの逸品です。

4. お問い合せは

長崎ぞ?V産 合資会社荒木商会
長崎県大村市竹松本町947 TEL(0957) 55-8229 
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市役所

ft53-4111 (代表)

市営住宅入居者募集
住宅名 戸数 間取り 構造 階

旭 2 2 K 中耐4 3.4 

戸吊“、 盤 3DK 中耐3 3 

久原第 2 2 3DK 中耐5 1 • 5 

t成 3DK 中耐3 3 

原 口 3DK 中耐4 3 

古 賀 島 3DK 中耐4 2 

県営住宅入居者募集

申し込みおよび用紙配布場所
並びに問い合わせ

長崎県住宅供給公社 大村事務所 (fi②6825)

東三城町6-1 (県営パスタ ミナル2階)

6月16日(火)~ 18 日 (木)

6 月 9 日 (火 ) ~

6月30日(火)

募集住宅
案内書配布

申込期間

ロ凶選抽

空
室
あ
り
ま
す

※中耐 一中層耐火構造
※家賃は入居住宅および入居者の収入によって異なります。

申込期限 6月10日 (水)

抽選日 6月19日 (金)午前10時30分~

入居日 7月 1日 (水)

申し込み ・問い合わせ 建築課 (内線441) 

公営住宅法の改正により、入居者資格 (1種・ 2種
の区分の廃止)や家賃制度 (入居者の収入や立地条
件などによる家賃の賦課)が変わ りました。詳し く
は、建築課住宅係までお問い合わせ くださ い。

※公営住宅では、犬・猫等ペット類の飼育・

持ち込みはできません。

平成10年度建築物等実態調査

建設省では、都道府県および市区町村の協力のもとに、 6

月に「平成10年度建築物等実態調査」を行うこととしています

この調査は、最近における建築物および住宅の建築状況等

を調査し、国や都道府県の住宅・建築行政等の基礎資料を得

ることを目的として毎年実施しているものですっ

6月10日から30日までの聞に調査員カずお伺いしますが、調

査の内容については統計に関すること以外の使用はしません

ので、ご協力方よろしくお願いします。

『一λやらこλ、そして…i
明日の親のための学級

マタニティスクールを開講します。
EEti圃・・・・1lI;1菌・ー

元学校教諭

保健婦

歯科医師

歯科衛生士

保健婦

圃・・・・・，~ :.ヨ・・・・・0素敵なお母さんになるために~本との出会い

O妊娠中の保健

0映画 『生命の創造J

O妊娠中の歯の健康

Oブラ ッシンク指導

0手作りおもち ゃをつくろう |

13 : 30-----
16 : 00 

13 : 30~ 

16 : 00 

6月3a 
7Jく

5月10日
7K 

お父さん出番ですよ ! (/ '¥ート 1) 
O母乳育児と父親の役割

6月19日
金

小児科医師

栄養士

保健婦

0妊娠中の栄養の摂り方

O調理実習

0仲間づくり (話し合い)

0母子用具の揃え方、産後の保健

O育児について、おっぱいの手入れ

O入浴のさせ方 (実習)

18 : 30-----
20 : 00 

9 : 30~ 
13 : 00 

6月24日
水

7月1日
7k 

{主催}中央公民館

{共催}健康増進課

{会場}中地区公民館

{定員]約30人

{受講料]無料

※ただし調理実習時の材料代と して
500円程度必要です。

申し込み・問い合わせ

電話またははがきで

中央公民館まで

〒856一0832 本町413番地2
Te1.54-3161 

保健婦

保健婦

保健婦

お父さん出番ですよ ! (/ '¥ート 2) 
Oビデオ 『お父さんへ~赤ちゃんからのメッセージj

O入浴のさせ方 (実習)

0ぉ産の経過について

0ラマーズ法、妊婦体操

0産後の過ごし方、出産プラン

13 : 30'"'-' 
16 : 00 

18 : 30'"'-' 
20 : 00 

13 : 30----
16 : 00 

7月10日
片、

工主

7月15日
水

園圃霊盃Eヨ園霊韮歪匡歪盟置・

マイカーローン
聞週罵.... ËI図面白諸制自慢斑証書提:諮問;~.，

教育ローン
。 九州銀行大村支后 大村市本町436・13

fi52・3136

28 



市役所

ft53・4111(代表)

ポルトガル語の基礎を習得するた

めのポルトガル語講座を開催しま

す。皆様ふるってご、参加ください。
ポルトガル語講座受講生募集

定 員 各20人程度 (定員になり次第締め切ります)

受講料 無料

申込期限 8月31日 (月)

講 師 ミゲル・オリベイラ (大村市国際交流員)

申し込み・問い合わせ 企画調整課(内線222)

一般市民

9月7日~平成11年7月26日の毎週月曜日

昼の部一・午後3時~5時
夜の部...午後7時~9時

シーハットおおむら (体育文化センター)

象

間

関

4
リ

同

口

t
7

4
メ

t
F
E
H

所場

一

7
一
一
勺
〔
)
刀
一
Y
4
¥
/
『
で
〔
「
}
づ
山

弓
道
教
室
開
講

市
営
弓
道

場

(
包
@
5
1
2
8
)

期
間

6
月
日
日
V
1
8
月
幻
日
幽

実
施
日
時

原
則
と
し
て
毎
週
火
曜
日

と
金
曜
日
、
午
後
7
時
1
9
時

受
講

料

2
、

4
0
0
円

(
保
険
料
を
含
み

ま
す
)一一言語ふ

~--一一一ーーーーーー一一

一一一一戸♂ー♂ーーーー一一ーー-

高
齢
者
健
康
づ
く
り
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線

3
6
6
)

日
ご
ろ
、
運
動
を
さ
れ
て
い
な
い
初

心
者
を
対
象
に
健
康明
つ
く
り
教
室
を
実

施
し
ま
す
。
(
初
心
者
で
な
く
て
も
可
)

日
時

6
月
U
日
j
7
月
日
目
、
毎
週

水
曜
日
、
午
前
日
時
l
正
午

(5
回
)

場
所

市
民
体
育
館

定
員

初
人

申
込
方
法

保
険
料
4
5
0
円
を
持
参

の
う
え
市
民
体
育
館
ま
で

申
込
期
限

6
月
ロ
日
樹

健
康
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

吉
村

(
包
③

8
0
8
6

日
ご
ろ
、

肩
こ
り
、
腰
痛
で
悩
ん
で

い
る
人
、
健
康
に
関
心
の
あ
る
人
、
ヨ

.可「
口にあてはまる数字を答えてください。

選挙の時には、各投票[x (所) ごと

に 3名の投票立会人さんがおられまし

たが、法改正により 1名減って口名で

いいようになりました O

ガ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
?

日
時

毎
週
土
曜
日
、
午
後
1
時
却
分

j
3時
場

所

中

地

区
公
民
館

会
費

月
2
、
0
0
0
円

講
師

高
見
千
鶴
子
先
生

ウ
エ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ

E

伏
谷
(
岱
③

7
2
4
6
)

ダ
ン

ス
で
体
を
動
か
し
た

い
人、

友

達
の
輪
を
広
げ
た

い
人、

一
緒
に
汗
を

流
し
ま
し
ょ
う
。
主
婦
が
多
い
ク
ラ
ブ

で
す
。
お
子
様
連
れ
で
も
O
K
。

日
時

毎
週
水
曜
日
、
午
前
日
時
i
u

時

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

会

費

月

1
、
5
0
0
円

※

6
月
は

1
か
月
体

験
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
ま
す
。

お
も
て

ヌ
O

一
回

玖
島
1
丁
目
白
番
地

岡
凶

一
Q
U

一
面

市
選
挙
管
理
委
員
会

固

事
務
局

同
凶同

U

-つ、
り

@ee@ 

クイス、の答

住所

氏名

年齢

電話番号

応募締切 6月20日(土)当日消印有効

※正解者5人に記念品を贈呈 (正解者多数の場合は抽選。
当選人の発表は発送をもって代えさせていただきます)

問い合わせ 選挙管理委員会事務局 (5月号の正解/8)

一路一

↓目。

偽
l
向

日

志・

ro

f
u
z
E
」

ん

Z

3
'

大

g

-r

・

い
句
、
枯

長》五五夫泊
-29-



市役所

ft53・4111(代表)

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬
称
略)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
杉
本
静
男
(
杭
出
津
1
丁

目
)

叩
万
円
V
中
嶋
文
子

(
池
田
2
丁
目
)

却

万
円
V
後
藤

一
彦

(
杭
出
津
1
丁
目
)

叩
万
円

V
岩
本
智
美
恵
(
竹
松
本
町
)
金

一
封
V
石
橋

シ
ヅ
エ
(
古
町
2
丁
目
)
金

一
封
V
福
添
弘
子

(竹
松
本
町
)
却
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
熊
谷
ミ
ツ
(
中
岳
町
)

叩
万
円
V
村
田
加
能
(
赤
佐
古
町
)
金

一
封
V

畑
中
義
之
(
西
部
町
)
お
万
円
V

一
瀬
昌
代

(今
富
町
)
叩
万
円

大
村
市
医
師
会
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

V
奥
洞

洋
子

(玖
島
3
丁
目
)
却
万
円

す
こ
や
か
福
祉
基
金
へ

V
川
野
ユ
イ
(
池
田
1

丁
目
)
5万
円

。

一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
大
村
市
南
高
会
H
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
九
州
銀
行
職
員
組
合
H

1
万
円
V
各
種
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
H
4
万
円

清
和
国
へ

V
親
奉
会
H
理
容
奉
仕
(
森
安
太

郎

・
松
尾
謙

・
末
永
辰
夫

・
小
下

一
義
)

V
大

村
市
遊
技
場
組
合
日
お
し
ぼ
り

放
虎
原
小
学
校
へ

V
岩
永
正
彦
(
古
町
1
丁
目
)

テ
ー
ブ
ル
V
放
虎
原
小
学
校
却
周
年
実
行
委
員

会
H
書
架
・
折
り
た
た
み
い
す
ほ
か

三
域
小
学
校
へ

V
高
島
康
彦

(陰
平
町
)
応
接

セ
ッ
ト
V
中
村
正
敏
(
水
主
町
2
丁
目
)
花
の

苗竹
松
小
学
校
へ

V
大
川
田
老
人
会
日
ぞ
う
き
ん

平
品

ミ

f
v
A
M
 

鈴
田
小
学
校
へ

V
平
成
9
年
度
鈴
田
小
学
校
卒

業
生
保
護
者一

同
日
テ
ン
ト

三
浦
保
育
園
へ

V
久
保
秀
幸
(
溝
陸
町
)
5
万

円
マ
ニ
浦
保
育
園
父
母
の
会
H
キ
ー
ボ
ー
ド
ほ

，刀親
子
遊
び
教
室
へ

V
川
添
シ
ヅ
ヱ

(玖
島
2
丁

目
)
お
て
だ
ま

慈
恵
荘
へ

V
赤
木
信
雄

(富
の
原
1
丁
目
)
車

い
す
磨
き
V
下
川
宣
義

(富
の
原
1
丁
目
)
車

い
す
磨
き
V
大
村
市
遊
技
場
組
合
H
お
し
ぼ
り

V
池
田
保
(
石
川
県
金
沢
市
)
2
万
円
V
松
永

シ
ズ
エ

(
松
並
1
丁
目
)
生
花
教
室
指
導
V
辻

み
ち
子

(
松
並
1
丁
目
)
生
花
教
室
指
導
V
永

淵
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う
V
峯
陽
子

(
市
内
)
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

泉
の
里
へ

V
松
崎
軽
運
送
制
サ
ン
ワ
代
理
リ
紙

お
む
つ
V
登
貴
和
木
会
H
奉
仕
V
大
村
市
遊
技

場
組
合
H
お
し
ぼ
り

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁

目
)
童
謡
・
歌
謡
曲
・

読
み
聞
か
せ
交
流
V
大

村
市
遊
技
場
組
合
H
お
し
ぼ
り
V
副
島
武
男

(東
大
村
1
丁
目
)
生
垣
用
苗
木
V
J

A
葵
の

会
リ
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春

(本
町
)
1
万

円
V
橋
口
剛
志

(竹
松
本
町
)
日
万
円

大
村
パ

i
ル
ハ
イ
ム
へ

V
大
村
市
遊
技
場
組

合
H
お
し
ぼ
り

光
と
緑
の
国
向
陽
寮
乳
児
院
へ

V
N
C
C
長
崎

文
化
放
送
H
プ
ロ
野
球
観
戦
招
待
V
お
話
し
の

会
H
本
の
読
み
聞
か
せ
V
天
理
教
婦
人
部
H
繕

い
物
奉
仕
V
向
陽
高
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ

ブ
H
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ベ
イ
サ
イ
ド
大
村
へ

V
鹿
山
恭
子

(久
原
2
丁

目
)
折
り
紙
工
芸
指
導
V
芳
文
美

(玖
島
2
丁

目
)
民
舞
指
導
V
大
村
吟
詠
会
H
詩
吟
指
導
V

浜
田
正
枝
(
西
部
町
)
野
菜
V
山
口
静
江
(
日

泊
町
)
野
菜
V
岩
永
タ
ケ
(
木
場
1
丁
目
)
菓

子
V
柳
原
ソ

ヨ

(協
和
町
)
野
菜
V
永
寿
会
H

桜
V
塩
塚
工
業
H
か
ご
V
松
尾
秀
子
(
諌
早
市

高
城
町
)
手
芸
材
料

鈴
田
の
皇
学
園
へ

V
前
田
安
司
(西
部
町
)
は

っ
さ
く
み
か
ん
V
中
尾
義
秋

(
陰
平
町
)
高
菜

V
是
成
幸
治

(満
陸
町
)
衣
類
V
泉
口
嘉
隆

(別
府
市
若
草
町
)
金

一
封

ワ
ー
キ
ン
グ
ヒ
ん
ス
へ

V
藤
井
ス
ナ
子

(
久
原

1
丁
目
)
農
園
芸
作
業
V
河
野
祥
枝
(
幸
町
)

縫
製
作
業
V
吉
野
直
道

(
西
彼
杵
郡
多
良
見
町
)

農
園
芸
作
業

大
村
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
へ

V
浦
上
正
明

(
東
本
町
)
却
万
円

ア
ル
友
ア
ィ

鰹
を
寄
贈

前
田

・
平
山
建
設
共
同
企
業
体
か
ら
、

ア
ル
力
デ

ィ
ア
記
念
公
園
に
鯉

7
0
0

匹
の
寄
贈
を
受
け
、

4
月
旧
日

公
園

内
の
湖
に
放
流
し
ま
し
た
。

図書目窟冨Z理-彊

6月のテーマ

月曜日 i老人の便秘

火曜日 |子どものソケイヘルニア

水曜日 |はしか

木曜日

金曜日

土・日曜日

8(095)826由 5511

耳の異物

レーザー歯科治療

良
い
戸

(
4
月
叩
日
)
に
ち
な
ん
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
露
関

全
国
建
具
組
合
で
は
、
昭
和
印
年
か

ら

4
月

ω日
を
建
具
の
日
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
村
木
工
業
協
同
組
合

(
野
中
秀

一

代
表
)
も
、
こ
の
行
事
の

一
環
と
し
て

奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
年

は

、
福
祉

セ
ン

タ

・

清

和

園

-
各
公
立
幼
稚

園

名

公

立
保
育
所

の
建
具
の
補
修
や
調
整
を
行
い
、
皆
さ

ん
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

-

m弐
N

4/10 ・アルカティア記念公園

6月の競艇

女6 日 ~11 日 九スポ杯争奪Gm'98

新鋭リ ーグ戦競走第10戦

インポテンツ

オール進入固定レース

女27日・ 28日 グランド、チャンピオン

決定戦競走場外発売

女19 日 ~24 日

4/8・竹松保育園

けんみんが郵便局と提携します。
平成11年1月からfけんみんのカードjが全国の郵便局
のATM(24，OOO台)でご利用できるようになります。
(全国銀行系を合わせると60，000台利用できます)手数料けんみん負担

30-

大村市古田T2丁目517番地1号(乾馬場バス停前)
0120一0892-54
大村市富の原2丁目355-4
0120一0892-53

大村支庖

富の原出張所
Zけんみん

長崎県民信用組合

Members Bankてenmin
ーすべてはメンノくーズ、(組合員)のために



6周 康カレジター
6
月
は
、
市
・
県
民
税

1日 一般健康相談 市役所健康相談室 14日当番医

13:00-16:00 ⑮血圧測 定 体 脂 肪量測定栄養 (内・呼)おおつか内科医院西=城町 fi@8080 
(月) 相談ほか (日) (眼) いわさき眼科医院本町 2②3435 

乳幼児すくすく健康相談 松原出張所 乳幼児すくすく健康相談 竹松出張所

2日
⑧13:30-15:00 ⑪小児がん(神経芽)の検査セ ッ ③9:30-11:00⑮離乳食教室 小児がん(神経芽)

ト渡し 育児相談 の検査セット渡し 育児相談 ・身長体重測定

(火)
リハビリ教室 1艮気の会 10:00 大村公園集合 15日健康よろず相談 竹松出張所

⑮花菖蒲見学 (月) 13: 30-15: 30 ⑮血圧、コレステロール ・肥満な

ど気になる方 ・介護面の相談 (訪問指導 ・市訪問

3日 マタ二ティースクール ~明日の親のための学級 (1)~ リハビリ・リハビリ教室・保健福祉サービスにつ

中地区公民館 13 : 30 -16 : 00 いての相談合む)健診結果説明・体脂肪測定
(水) ⑮母子健康手帳 母と子のためにテキスト ⑮健康手帳

1歳6か月児健康診査 市コミセン 幼児教室 (お口の健康と食生活)

48 ⑧13:00-13:30 ~平成8年11 月生まれ(平成8年6 市役所第8・9会議室 ⑧9:30-9:45 ⑮平成7年12
月-10月生まれでまだ受けていない人も受診して 16日 月一平成8年1月生まれ ⑮母子健康手帳・問診票

(木) ください。) ⑮母子健康手帳・問診票・タオル・
(火)

歯ブラシ ・タオル ・コ ップ

母子共現在使用中の歯ブラシ
リハビリ教室 了根気の会J 福祉セ ンター

1歳6か月児健康診査 市コミセン 13:30-15:30 ⑮紙粘土 ・言語訓練

5日 ⑧13:00-13:30 ⑮⑧は4日と同様 18日
(金) 成人の健康相談 福祉センター (木)

献血車巡回日 市役所玄関前 9: 30-11:45 

13:00-15:00 ⑮40歳以上 ⑪血圧測定
成人の健康相談 福祉センター

7日 当番医 13:00-15:00 ~⑮は5日と同様

(内外)渡辺医院 松原1丁目 E③8275 19日(日) (脳) 伊崎脳神経外科 東本町 fi~4230 
マタニティースクール ~明日の親のための学級(3)~ 

(金)
夜の部 τお父さん出番ですよPART-1 ~ 中地区公民館

ことば、の教室 市役所第9会議室 18:30-20:00 ~新婚夫婦 ・妊婦と夫 ・乳児の祖

8日 9:30-16:00 (初めての方は、 市・健康増進課まで 父母 ⑮母乳育児と父親の役割について一小児科

(月) 電話で申し込んでください。) ⑮母子健康手帳 医師

⑮ことばの発達が気になる幼児

2伊 |耳と乙と'i'の相談 副センター叶川
乳幼児すくすく健康相談 福祉センター

9日
⑧9:30-11:00 ~4か月児 (離身( 神乳長経体食非教面)室の則五険f代f 小児セ 判児ソ1，がJト、1ん1 し) 

21日当番医

⑧13:30-日 O⑪10か月児以上(許fzbill|芸評) (小・内)小児科内科しげの須田ノ木町 宮⑫8525
(火) (日) (眼)みね眼科 東本町 宮⑪3011

⑮子供用歯ブラシ(現在使用中のもの)またはガー

ゼがあれば持参ください 22日ことば、の教室 市役所第8・9会議室

10日マタ二ティースクール ~明日の親のための学級 2 \ ~ (月) 9 :30-16 :00 ⑧⑮については8日と同様

中地区公民館 13:30-16:00 24日マタ二ティースクール ~明日の親のための学級 (4 ) ~
(水) ⑮歯ブラシ (現在使用中のもの) 中地区公民館 9:30-13:00 

3歳児健康診査 市コ ミセン
(水) ⑮母子健康手帳 ・エプロン

11日 ⑧13:00-13:30 ⑧平成6年12月生まれ(平成6年628日当番医

月-11月生まれでまだ受けていない人も受診 して (内 J11本内科医院 久原1丁目 8⑪5675 
(木) くださ po) ⑧母子健康手帳 問 診票子供用歯 (日) (耳) 下山耳鼻咽喉科医院原口町 2⑮0648 

ブラシ
略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

12日3歳児健康診査 市コミセン ⑮…持ってくるもの

(金) ⑧13: 00-13: 30 ⑮⑮は11日と同様 当番医の診療時間 9:00-18:00 

(
1
期
、、，〆

の
納
期
で
す。

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

雨の日や夜間でも、

洗濯物を素早く乾燥。

九州ガス側大村支居合53-3320
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然
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せ
る
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成
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中
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部
お
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び
左
側
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は
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数
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の
水
落
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豪
華
な
枯
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。
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、
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白
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ラジオ・新聞で大村の情報を
ラジオ ・新聞で大村の情報をお知ら せしています。

6月の~
市民相談コーナー (秘書広報課)ですべて無料で行って

います。お気軽にご相談ください。
※4月よリ法律相談が第1、第3水曜日になリましたc FM長崎 rMYCITY MY TOWN.] 

日時毎週土曜日 午前8時55分~9時

長崎新聞 『市民生活の案内板 情報コ ーナ-.]

掲載日 毎月第2・第4火曜日発行の朝刊紙

3日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

4日(木) 人権相談 10 : 00-15 : 00 

11日(木) 行政棺談 9 : 30-12 : 00 

17日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

23日(火) 交通事故棺談 10 : 00-16 : 00 

24日(水) 年金棺談 10 : 00-15 : 00 

26日(金) 不動産相談 13 : 00-16 : 00 
みなさん、 5月の達休どうでしたかりどこかへ行きま したかっ私は、 5

日の子供の日に山茶花高原まで2人の子供とかみさんと ドライブを楽しみ

ました。案外すいていましたね。久しぶりの家族サ ビスでした。(辺)

早いもので、沖縄はすでに梅雨入リ。この広報が読まれるころは 、大

村も梅雨入りしているかも知れません。じめじめとした蒸し暑さは、季

節の移り歪わりとはいえ、いつもいやだと感じているのは私だけでしょ

うか。しかし、 大村公薗は 、菖蒲にあじさい、 ぞれと新緑がとても舷し

く自に映ります。この季節の植物たちは、引き付ける何かがありそうで

す。雨の多い季節はきらいなはずなのに 、この季節の新緑たちには 、ほ

っとさせられています。(樹)

連休中、私は波佐見の陶器市ヘ行ってきた。財布のひもはゆるみっぱ

なしで、 買わないつもリがちょこちょこ買ってしまった。4j固で千円の値

札がついていて、どれでも好きな陶器を選べるj苫があった。 気がつくと

子には5個、湯呑みや茶碗を抱えていた。そこで “ひとつおまけして"と

値切れたら 、もっと “市"の良さを味わえたのかもしれないが、それは

できなかった。また来年行って今度はおまけしてもらおっと11(あ)

密議率経欝3

※法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります。
※受け付けは午前8日寺30分からです。(電話での受け付けはいたしません)

毎月1回発行

発行/大村市

干856-8686 長崎県大村市玖島1丁目25番地

TEL0957-53-4111 (代)

http://www.us1.nagasaki-noc.or.jp/-oomura 

編集/秘書広報課
印刷/第一印刷株式会社

広告代理屈/株式会社大村国際交流センタ

ω

園
園

蜘
困
園


	199806-p01
	199806-p02-05
	199806-p06-07
	199806-p08
	199806-p09
	199806-p10-15
	199806-p16-17
	199806-p18
	199806-p19-24
	199806-p25-31
	199806-p32

